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M-F0801  王   媛    日中ゴミ分別の比較 

 要旨 

 改革開放政策による市場経済導入後、中国の経済成長はめざましく、右肩上がりの経済

成長を続けている。中国は既に 20 年間高成長を維持しているが、中国の高成長がさらに 20

年続く可能性が高い。経済の急激な成長、またそれによる大規模な工業の発展は都市化を

急速に推し進め、都市の数､規模、都市人口が増加し続けている。中国経済の急激な成長に

より国民生活水準や消費水準が向上し､生活ごみの排出量も大幅に増加し続けている。環境

汚染が日々悪化している。今、都市の生活ゴミはすでに都市環境の中で主要な汚染源にな

った。 

日本はかつて現在の中国と同様な高度経済成長期を経験し、同時に公害問題が多数発生し

たが､それを乗り越え､いまは環境問題対策の先進国になっている。ゴミ処理についても、

先進国といえる。中国のゴミ処理は、日本などのゴミ処理先進国のゴミ処理に関する経験

や方法を参考にしなければならないが､一方で中国と日本では生産構造､都市構造、国民性

など多くの面で異なる点があることから、中国の国情に適したゴミ処理方法を探りだす必

要がある。 

 本論文では、中国における生活ゴミ処理問題についての先行文献を調べ､生活ゴミ処理現

状を把握し､生活ゴミ処理問題点を指摘し､それぞれの問題点に対する対策を検討した。 
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 第一章は研究の目的と背景について､先行文献やデータに基づいて、中国の都市生活ゴミ

処理現状の厳しさを把握し､ゴミ問題はもう一刻の猶予も許されない解決しなければなら

ない問題になってきた。 

 第二章は中国と日本ゴミ処理問題の現状と課題である｡中国では都市生活ゴミの問題研

究についての研究が立ち遅れている。研究の内容と研究の方法も相対的に遅れている。但

し、中国の経済発展にともない,総合国力は絶えず増加している。それに，都市生活ゴミに

関する研究論文も年々増えている｡年々増加してきた収集量に見られ始める穏やかな状況

と生活ゴミ無公害化処理能力も年々上がるけど､廃棄物の堂も増大している。まだいろいろ

問題が解決していないだと思う。中国には 668 の都市があるが、200 以上の都市、つまり

約 3 分の 1 の都市がゴミに包囲されている。これは「ゴミが城を囲む様相」と呼ばれてい

る。中国ごみ問題を解決する厳しさは主に次の三点:①資金不足、②分別収集の困難さ、③

管理体制と関連法律の不備が考えられた。次は、日本のゴミ処理について分析した｡主に日

本のゴミ集団回収システムは日本のゴミ問題の改善にとって非常に重要な効果ができた。 

 第三章は中国と日本のゴミについての法律と実施状況と課題である。まず､中国の｢固形

廃棄物環境汚染防止法｣、「中華人民共和国清潔生産法｣「中国リサイクル法制度｣｢十二・五

都市生活ゴミ無害化処理施設建設計画」を取り上げた。以上、関連する法律や諸計画を見

ると、中国はゴミ問題について徐々に重視するようになってきた。しかし、実施細則と具

体的な規則制度が不足している。したがって，法に基づき実行することが難しい。中国土

地は広くて，地域によって，生活ごみの成分が大きく異なっている。そのため、各地の現

状を踏まえて，地方性法規を制定する必要がある。 

 第四章は結論部分であるが、中国のゴミ分別対策に関する提言を行った。中国のゴミ処

理は､日本などのゴミ処理先進国のゴミ処理に関する経験や方法を参考にしなければなら

ないが、一方で中国と日本では生産構造､都市構造、国民性など多くの面で異なる点がある

ことから、中国の国情に適したゴミ処理方法を探りだす必要がある。 

 以上の知見から中国のゴミ処理に関しては日本のゴミ処理を単に中国に導入するのでは

なく、中国に合う新しいゴミ処理に関するシステムを構築する必要がある。 

 

 

M-F0802  欧 遠霖   中国に進出する日台合弁会社における社員モチベーションに関

する研究  

要旨 

本研究は､筆者が勤務した日台合弁広州東陽立松金型製造会社の高離職率と低効率の問

題にあたり、どのような条件と方法を満たせばこの日台合弁会社を成功に導くことができ

るかという問題意識が研究の動機である｡このような問題意識から､本研究のテーマを｢中

国に進出する日台合弁会社における社員モチベーションに関する研究」と定めた。 
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 本論文は、まず研究の背景と目的を紹介した。台湾は中国と同じ言葉、文化を持ってい 

るから、日本企業が中国に独自進出するよりも台湾と提携し､進出したほうが成功率が高 

いとされている。未来性が高い日台合弁だが、筆者が実際に経験したら、社員文句が多く 

異文化マネジメントがしっかりしていない会社だった｡従って、どうすれば日台合弁企業 

の社員に満足させ､異文化マネジメントをうまくする方法を見つけることが本論の目的で 

ある。 

 本研究の対象企業だけでは日台合弁企業の一般像を代表できない｡そのため、日本企業、 

台湾企業のそれぞれの経営スタイル特徴を比較し、更に日台企業が合弁すれば、どういう 

ような新しい経営スタイルが生まれてくるか､何の問題が発生してくるかを分析した。日 

台合弁企業の異文化マネジメント問題の現状を述べた。 

それから､社員動機付けに関連する理論的考察を行うために､関連する先行研究を行い、動

機付け概念を整理した｡整理された様々な動機付け理論の中から本研究対象企業に一番似

合うマズロー理論とハーズバーグ理論をもとに､日台合弁広州東陽立松会社の現状と課題

をあわせ、本研究の枠組みを構築した。枠組みの仮説を証明するために、対象企業でイン

タビュー面談という考察方法で実証調査を行った。 

 そこで､筆者が得た知見は､社員が待遇､現場などの衛生要素に不満足度が高い｡一方、 

仕事自身､成長などの動機付け要素もある程度満たされている。社員不満足度が高ければ 

高いほど、離職率が高く、やる気が低い。結局、会社の効率が悪くなり、赤字になってし 

まう。会社の効率がよくなければ、会社の衛生要素を改善できず、社員の不満足度を下げ 

られないという悪循環になる。 

 それの対策を一言で言えば、日台合弁会社は異文化マネジメントを考え､経営理念を融 

合し、一致することで会社の管理制度を完備させる。管理制度の完備で効率をアップさせ 

る。効率がよくなれば、衛生要素を改善することも可能になり、社員の不満足も下がる。 

結局、社員のやる気が出たら、効率も高くなり、異文化管理も順調になる。という提言と 

結論である。 

 最後、筆者は動機付けについて、もう一つ考えがある。社員動機付けを取り込んで異文 

化マネジメントを改善することでも、現実的企業と理想的企業の距離がある。しかし、理 

想的企業という目標があったからこそ、企業が持続成長することができるのだと思う。そ

れは、企業の社会的責任を遂行しかない効果がないことが分かった。 

                                           

              

M-F0803  謝 茂佳     日中両国における妖怪文化に関する比較研究                                 

 要旨 

 この論文は、妖'怪の概念や分類を述べた上で、日中両国の妖‘怪文化の起源や関連性を検

討してみた。また、両国の妖‘径文化の比較を通して、その異同を指摘し、両国国民の宗教

観や文化心理の違いを考察することを目的とする。 
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 論文の構成としては、第一章において、妖怪は人間の恐’怖と想像力の産物であることを

述べた。そして、『広辞苑』と中国の古典『捜神記』によって妖怪を定義づけてみた。また、

各妖怪研究者の観点を整理して参考にした。初めて妖怪を学問として研究した学者の井上

円了は、普通の道理では解釈のつかない不思議な現象を妖怪現象とした。また、愚民の迷

誤を排し、迷信を打破するのを至上の目的として妖‘怪研究を行っていた｡民俗学者の柳田国

男は、妖怪を神霊の零落したものとして把握した。だが、小松和彦は柳田国男の妖怪は神

の堕落・零落したものという観点に疑問を投げた。そして、幽霊、精霊､妖精は妖‘怪に属し

ているが､それぞれ異なっていることを明らかにした。 

 第二章においては、まず、妖'怪崇拝の形成について論じた。アニマティズム（妖怪崇拝）

は上古の時代に芽生えた原始宗教とみなされ、その産物のシャーマン(巫者）とシャーマニ

ズム（巫術）も現れてきた。次に、黄帝と『白沢図』の伝説と夏､周王朝の鼎や青銅器に妖

怪の紋を頻繁に刻まれたことから見れば、妖怪崇拝はその時代の人々にとってかなり重要

な信仰になってしまったことが分かった。そして、中国の『山海経』は、奈良時代に日本

に流入して、日本の妖怪画に深い影響を与えていた。また、天狗を代表的な妖怪として、

多くの『山海経』の中の妖怪のイメージはこの時代の妖怪画を通して、日本本土化された

ことを究明した。 

 それから、中国と日本の妖怪の駆除・退治、祭祁について述べた。中国にも日本にも、

妖怪がマイナス価、プラス価も持つという妖怪の両面性の観念が古来より存在していた。

日中両国も、妖怪の駆除・退治、祭祁には、道教と仏教の影響が深いと考えられている。

中国においては、中国本土宗教の道教は伝来宗教の仏教よりもっと大きい役割を担ってい

る。日本は、中国の道教思想の陰陽五行思想を基盤として、妖径を駆除・退治するのであ

る。陰陽師という妖怪退治の職人も現れてきた｡妖怪の祭祁には､中国には系統的なやり方

がなくて、乱雑な状態という特徴は著しい。日本には、民間陰陽道の宗教者は祭文を用い

るという祭祁の方法が存在している。 

 第三章においては、日中両国の妖怪文化の発展、国民の妖怪に対する態度について比較

した。柳田国男、井上円了、小松和彦などの近代、現代の妖怪研究者の研究成果や観点を

述べた上で、日本の妖怪ブームとその影響を検討してみた。そして、『ゲゲゲの鬼太郎』で

起こった妖'怪ブームの影響で、また妖怪漫画、アニメ、映画また怪異・妖怪を主題とする

展示などでキャラクター化した妖怪のイメージは､現代の日本人における妖怪イメージの

変遷また新たな妖怪イメージの形成にプラスの影響を与えたと考えられている。 

 次に､近代､現代中国の妖怪文化の衰退について検討してみた｡現代社会に、社会の変遷、

生産力の進歩､教育と科学技術の発展は人々の頭の中の妖怪を迷信として追い払った。近代、

現代の中国に妖‘怪研究の成果が少なく、蔡元培などの学者は、迷信を打破し、科学を普及

することを目的として、井上円了の著作を翻訳しただけで､民俗学や文化人類学などの角度

から研究していなかった。劉仲宇の『中国精怪文化』は、民俗学、宗教学などで中国の妖
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怪文化を詳しく述べた。この本は中国妖怪文化を学術的に研究した中国初の著作と言える。 

 江戸時代に、妖怪は娯楽の題材となったので、日本人は妖怪を娯楽として楽しむという

態度が現れ始めた。また、水木しげるの『ゲゲゲの鬼太郎』がもたらす妖怪ブームの影響

で､人々は妖'怪に対する態度がさらに好むようになってきたのである。 

 統計数理研究所が行った「日本人の国民性調査」の結果によれば、妖怪を否定すること

なく、妖怪ブームに接しているのが見える。中国には、孔子の「君子は'怪力乱神を語らず」

という諌めは、古くから中国人の鬼神観を抑えていたと考えられ、さらに、従来、妖怪は

主に災厄をもたらす、怖くて悪のイメージをしているので、現代でも、大方の中国人は「談

妖色変」（妖怪の話をすると顔色が悪くなる）と考えている。しかし、近年、日本の大量な

妖怪アニメや漫が中国に輸入されて、中国の若者の人気を博している。そのため、中国の

若者たちの妖怪に対する態度は序々に変わってくると考えられる。 

 最後に、この論文を通して、日中両国の妖怪文化の関連性を明らかにした。また、両国

の妖怪研究、妖怪文化の発展や現状、妖怪に対する態度などを比較して、日本人は不思議

な文化を楽しみたい、もしくは求めたいという文化的心理であるが、一方、中国人は妖怪

に対してはまだ妖怪を排斥するという文化的心理が見えると考えられる。日中交流が深ま

り、日本の妖怪文化が中国に伝播し、若者を中心に、新たな中国の妖怪文化が生まれつつ

あると考えられる。 

 

 

M-F0804  曽  嬌     日中観光資源の魅力に関する研究  

 要旨 

 この論文は、日本と中国の観光資源の魅力についての研究である。研究の背景からとい

うと、日本は戦後の人口激増時代の反動で、人口激減の時代に入りつつある。先進国であ

る以上、GDP と人口には強い相関関係が確認されていくので、日本 GDP が非常に成長し

づらい国になってくるだろう。では、「成長しづらい」という未来が約束された日本は、ど

うすればいいのか考えてみよう。人口が減っていく日本において、移民というリスクを背

負いこむことなく、人口増加分の経済効果が望めるのは､短期間だけ日本に滞在してお金を

落としてくれる外国人を増やす、つまり、「観光立国」だというのは、極めて合理的な考え

方なのだと思っている。 

研究の目的としては、「観光立国」という観点で、日本の「現実」を見つめ直すためには、

まずは成功している「観光立国」を形成する条件を知らなくてはいけない。いくつかの観

光の専門書などによると、「観光立国」には 4 つの条件が必要不可欠だと言われている。そ

の 4 条件とは「気候」「自然」「文化」「食事｣。今の日本は本来有しているであろう観光資

源の魅力をいまだに発揮していない。それを改善していくためには、この「観光立国｣とし

て非常に重要な 4 つの要素をすべて兼ね備えて､観光資源の魅力が引き出されて、やるべき

ことをしっかりとやっていけば､世界的な潮流の中で、日本の観光ビジネスを飛躍的に成長
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させることは、決して不可能ではないと考えている。本研究は、中国と比較しながらこれ

からの日本が成長すべき観光立国としてのあり方を考察する。 

本研究は以下のように構成する。2 章では、本研究の中心となる中国と日本における観 

光産業の現状を整理し、課題を明らかにした上で、3 章の先行研究を行う。先行研究におい

ては、観光学と観光立国、観光資源に関する概念と関連要素などを分析し、4 章では、先行

研究から得た知見に基づき、研究の枠組みと方法を明らかにする。5 章においては研究の枠

組みに基づいて日中観光資源の比較研究と考察を行う。終章では、以上の研究を通じて得

られた結論と今後の課題を述べ、本研究のまとめとする。 

 以上は本研究の内容であるが、今回観光資源の魅力に関する研究は、日本と中国の比較

研究だが、中国は地域が幅広く、多民族の国である。地方と地方、民族と民族の違いによ

って、文化、芸術、伝統の風俗と風土人情も違う。日本では、北海道と沖縄の風俗も違う

ところあるのではないだろう。これらの内容を調査し､この中の有利的な特色を発揮し、観

光客の耳目が一新に感じさせる観光資源を開発することを今度の課題と考えている。 

 

 

M-F0805  張  玫     日中合弁企業における異文化マネジメントの研究  

 要旨 

 今日、経済のグローバル化の波が世界を席巻し、多国籍企業と合弁企業は急激に発展し 

ている。中外合弁企業の数が増え、異文化マネジメント問題は人々に重視されている。 

WTO への中国の加盟と世界経済の一体化を通して、大重の外資企業が中国に進出し、中 

国企業も世界経済の発展の中で溶け込むこと必要である。このことは、中国企業が異文化 

マネジメントの研究を行うことの重要性が増しているのである。 

 本論文は、第 1 章で、研究の背景と目的と構成、第 2 章では、現在日中合弁企業の現状 

と課題について調査した。第 3 章では、本研究を深く考察するために､異文化マネジメン 

ト理論､日中文化比較論、トヨタ自動車グローバル戦略トヨタウェイの先行研究を行った。 

第 4 章では、2 章、3 章の考察を踏まえて、本研究を進めるための研究の枠組みを構築した｡

枠組みは先行研究から得たホーフステッドの文化の五つ次元モードとトロンペナーズ国家

の文化の 7 つの基本方面を参考理論として構築した｡第 5 章では､研究の枠組みから、広汽

三菱自動車会社を対象にアンケート調査を行い、分析、考察を行った。第 6 章では、本研

究の結論と今後の課題を述べた。 

本研究から得た知見は以下のとおりである。 

 中合弁企業成功条件は不確定性、関係、権力、感情、集団を分析概念として、この五つ

方面から考察して、日中合弁企業の異文化マネジメントを具体的に分析した。 

 (1)不確定性 

 ある文化の成員が不確実な状況や未知の状況に対して脅威を感じる程度である。確実性

の回避度が低い文化では､不安や,仕事のストレスが低く、リスクへの対応が容易であり、変
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化に対する情緒的抵抗はより少ない。人々は感情よりも合理性を重視する。･他方、不確実

性回避度の高い文化では、従業員は、長期雇用、キャリア・パターン、退職金、健康保険

などを重視する。また、成文化された規則や慣習的な規則を定めて予測可能性を高めたい

とする強い欲求がある。 

(2)関係 

 仕事が能力／業績中心か、人間／信頼関係維持重視（付き合い重視）かの判断に関連す 

るものだ。マネージャーを選ぶ場合、業績志向なのか人間関係に強い資質なのかで、現地 

企業の業績がかわってくる。 

(3)権力 

 それぞれの国の制度や組織において、権力の弱い成員が、権力が不平等に分布している 

状況を予期し、受け入れている程度」である。力格差の大きな組織では、権力が小数の人 

たちに集中しており、上司と部下との不平等の程度が大きいため背の高い階層構造が形成 

される。部下の目から見ると、理想的な上司とは、慈悲深い独裁者か「良き父」である。 

（4）感情 

感情表現について、社会的にどう思われているかだ。つまり、自己の感情／情緒を世間

に隠し立てしないことが､感情をコントロールできない未熟な人間と見られていかどうか

である。頭で感情をコントロールするのか、喜怒哀楽を素直に表すのか、絶えず自身の心

をチェックし、たまには、感情を解放することも必要だ。感 I 情的であることは、時には、

クールなことだ。このデイメンションは、現地での宣伝・広告のコンセプトにかなり影響

するし、顧客の心に響く「表現のヒント」になる。 

(5)集団 

 これは、ものごとを進める上において、グループが大きな役割を占めるのか、個人が重 

要な役割を占めるのか、ということだ｡集団主義社会は集団の利害を個人の利害よりも優先

させる社会である。この社会では、成員は結びつきの強い内集団に統合されており、その

内集団に忠誠を誓う限り、人はその集団から生涯にわたって柵保護される。これに対して、 

個人主義を特徴とする社会では、個人と個人の結びつきは緩やかである。 

 研究協力者が日本人と仕事をする際に経験した異文化コミュニケーション問題の中で最

も目立ったのは、「日本人の仕事のやり方による違和感」「日本人上司とのコミュニケーシ

ョン不足」、「上司のあいまいな指示が理解しづらいこと」、「日系企業における業務の進め

方」「顧客理念が理解できない」などが挙げられる。日本人社員が最も感じた問題は「ホウ

レンソウがない」「自己主張が多い」「言い訳が多い」「個人を重視する」「一つの会社で一

生過ごそうとの気が無く、仕事中の緊張感が不足な感じで､信頼性に欠ける」「残業に抵抗

する」などが挙げられる。日本人の仕事ぶりや姿勢といった、いわゆる日本の企業文化を

理解していないことから生じる問題のほうが､中国人にとっては違和感を覚えることであ

るという結果が得られた｡勤労観や価値観の違いに基づくと思われる問題行動が、日中双方
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で非常に多く提出されたが、こうした否定的な解釈がコミュニケーションに支障をきたす

可能性は非常に高いため､認識のギャップをどのように埋めていくかが重要になる。日本人、

中国人両方が見た相手のコミュニケーション行動に対する違和感、問題を項目ごとに分類

して並べてみると、批判が多いことに気づかされる。こうした認識を相互に持ち続けると

したら、相互理解は永遠に難しいとも思われる。文化背景の違った人達と、今後様々な場

面で多様な関係を築きながら『協働』を実現していく上で、自分の思い込みの世界を抜け

出し、相手に自分を正しく伝えるスキルや、偏見を排して相手の文脈を見抜いていく、そ

んなスキルの必要'性が高まっている。 

 本研究において日中合弁企業の現状と問題点について調査及び考察を行った結果､国の

文化への理解、融和は不可欠であり、合弁企業で、ある程度の文化摩擦がおこっても仕方 

がないという覚悟は必要である。 

 交渉であれ、契約履行であれ、同僚として机を並べて共に働く場合であれ、様々なやり 

取りの機会を互いによりよく知るための場として､自ら解く努力を怠ってはならないが大 

事だということである。そしてそういう場をより生産的なものに、創造的なものにするた 

めに、『異文化マネジメントカ』の向上が重要になってきていることに確信を得た。 

 

 

M-F0806  滕  飛     中国中小企業への稲盛経営の導入方法に関する研究 

 要旨 

 今、GDP換算で中国は世界で 2番目に大きく、経済は成長を続けている。経済のグロー 

バル化が急速に進む中で、中国企業もこれから外国市場へ進出する大企業はもとより中小 

企業にいたるまで、全社一丸となって戦える強い組織体制を作り上げ、企業体質を一段と 

強化することが求められている。経営者は現在の経済成長を持続させるために、正しい経 

営哲学を勉強して、活用しなければならないと思っている。 

 中国の経営環境で多くの問題を抱える中小企業の存続及び持続的発展の道を探ることに 

興味をもち、本研究を進めることに致しました。稲盛経営を中国に導入しても、中国の経 

済に基づき，特色の経営方法を探さなければならない。稲盛経営方法を深く研究すること 

で中国企業への導入を探したいと思います。 

 論文の構成としては、研究の背景と目的をもとに、日本および中国の中小企業の現状と 

課題を考察する。次に研究テーマに関連するアメーバ経営、経営理念、組織、経営戦略及 

びマネジメントという先行研究を行って 7ｓという枠組みで分析する｡最後に 7ｓと稲盛 12 

か条、ハイアール、京セラ及びシステックを比較して結果と今後の課題を述べて本研究を

終えている。 

本研究の構成は以下のとおりである。 

 序章では、研究の背景と研究の目的および構成を明らかにしている。第 2章では日本と 

中国の中小企業の現状と課題を調査する。ここから日本と中国はソフトとハード二つ面か 
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ら考えている。中国のハードは順調に進んでいる。しかし。ソフトの方は空白ということ 

が把握できた。 

 第 3章では研究テーマに関連する企業戦略に関する先行研究を行なっている。アメーバ 

経営に関する研究の全員参加意識、フイロソフイ教育、組織体制から見たアメーバ、稲盛 

経営、三矢では広島アルミニウム導入効果及び京セラ経営理念研究を行い、稲盛経営は哲 

学と経営改善の 2つがセットになっている。哲学として経営改善方向性を与えるという特 

徴性が明らかにした。次に経営理念に関する研究で多様な見解があるが、多くの研究で共 

通しているのは、仕事上での行動や判断の指針として欲しいものであると、経営者ならび 

に組織が考えているものであると言えます。さらに深く研究するために、組織、経営戦略 

とマネジメントを研究した。 

 第 4章では、先行研究を受けて、稲盛経営は包括で取られるためには、7ｓという枠組み 

で分析しており、稲盛経営の特徴は明らかになると思っている。 

 第 5 章では研究の枠組みに基づいて、7ｓと稲盛 12 か条、中国の企業ハイアール、日本

の企業京セラ及びシステックを比較して分析を行った。中国の成長は、先進国に追いつく

ことであり、技術や商品であり実益的思考中心の経営である。しかし、これから稲盛経営

の経営理念というソフトの方は重きを置かなければ成らないと思っている。本研究で設定

した経営の 7 要素を全体システムとして構築することである。企業としてはソフトとハー

ド両方を融合させ組織を活性化させることが重要である。 

 第 6 章では本研究のまとめと今後中国企業に論理的な経営方法新な研究課題を述べて本

研究を終えている。 

 以上本研究の内容であるが。実務経験が乏しい筆者にとって稲盛経営とはなにか、基本

的な事を知る先行研究力点が置かれ、実際に会社の訪問ことができなかった。今後さらに

企業研究を継続し、勤務する会社に貢献したいと考えている。 

 

 

M-F0807  方 攸臨     すしから見る日本の食文化 

 要旨 

 本論文は、すしの歴史と発展を述べた上で、日本の食文化の特徴を検討してみた。また、

すしは中国での歴史と発展を比べた上で、日本のすし文化の特徴を考察した。 

 本論文は五章に分けている。第一章において、日本と中国におけるすしの歴史、発展と

現状を述べた。日本におけるすしは、最初の伝来から、現在では日本を代表な食物になっ

た。中国におけるすしは、最初の発源地であるが、時代と共にその文化が消滅し、現代は

日本的なすしを真似することになった。本章では､すしの歴史を述べた上で､日本人は伝統

の食文化を守り、それを伝承し、発展させていることを述べた。 

 第二章において、すしの外見、種類、食材の三方面からすしの芸術性を述べた。すしか

ら見れば、日本料理は美を求める。すしはかなり食材の形と色を要求する。すしの種類は
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伝統の握りすし、ちらしすし、いなりすしなどから今のさらだすし、サーモンすしなどい

ろいろな種類になった。その種類の広さから日本人の創造性を明らかに表している。それ

に、すしに使う食材は基本自然な材料、それに、生のまま食べることからも日本人が自然

への尊びと健康への重視とのことを表している。 

 次にすしが日本で発展した理由を第三章で述べた｡すしは伝来品と言っても、現代では日

本の代表物になったのは、それなりの理由がある。一つは自然の恵みで、もう一つは自然

の恵みの上で生産した米と魚の組み合わせである。 

前三章の検討の上で、第四章は日本の食文化の特徴を述べた。本章では、日本の食文化に

ついて四つの特徴をまとめた。淡白な味、生ものを食べる、目で食べる､それに季節感を重

視することである｡すしは塩などの調味料を加えず、別の食器に醤油を主な調味料としてつ

けて食べる。日本は儒教の思想の影響を受けて、家畜を殺すことは「不仁」とみなされて

いる。それに、日本は平原が少ないし、家畜を養うことも難しいため、日本食は食材を加

工せずに、生のままに食べる。第二章に書いたように、すしの外見は芸術性がある。日本

料理は味より形を重視する。日本人にとっては､視覚で判断する色､光沢､形などが、美味し

さの重要な要素となっている。日本は春夏秋冬の四季の区別がはっきりしている為、季節

の変化による生活を暮らし、旬の味を味うことを楽しむ。 

 第五章は近年日本人の飲食生活の多様性を述べた。近年、日本では、料理の種類も多く

なっている。他国料理の伝来によって、日本伝統料理との融合があって、人々は各々の好

みに合うようにする。それに、日本人は健康に異常に重視する。すしは養生や美容に役立

つ健康食品と言われる。すしの食材とした魚や魚介類が、脂肪酸を減らすにはとても良い。

それに、食材をできるだけ自然の状態で食べる飲食習慣で、すしは食材の元の味を保つと

同時に、栄養成分は高温で失うことがない。すしは現代人の食品の要求に合い、時に女性

の中で人気がある。 

 最後に､この論文を通してすしから見る日本の食文化の特徴を明らかにした。すしから見

ると、日本人が伝統文化を守った上で、創造し続けることである。それは中国人が学ぶべ

きところである。最初にこのテーマを決めたのは、自分がすしを食べるのが好きという原

因だけではなく、将来自分がすし屋になりたいという気持ちがあるため、このテーマを決

めた。この論文を通して、すしについてよく理解し、これからすし屋になる自信を持つこ

とができる。 

 

 

M-F0808  楊  彪     日中親子関係の一考察―若者を中心に―  

 要旨 

 今日、中国における急速な経済発展につれて、社会的な大きな変化があらわれ、それに 

よる新たな多くの問題が生じている。日本では出生率が毎年のように下がり続け､少子化 

が進んでいる。自分を含めて二人兄弟の子供が過半数占め､戦後の急速の経済発展と相ま 
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って､子供に対する裕福な養育条件が整った｡子供の養育が母親主導であり父親が希薄で 

あるということである｡中国では特に都市部における親子間に十分なコミュニケーション

がなく、子どもを放任している家庭が増えつつある。最近の中国の子どもを称する言葉 

として、「小皇帝｣、「小太陽」とか、「哨(コウ)老族」といったものが広く知られつつある。 

小皇帝や小太陽とは､一人っ子政策によって親に過保護に養育された子供を郷撤する表現 

である。またコウ老族とは、親を食いつぶすという意味があり、大人になっても経済的に 

親に依存する若者を指す言葉であり､現代中国の若い世代の様相を象徴する言葉として受 

け取られている。 

 日本と中国は、昔から現在に至るまで長期に渡って文化交流を行ってきた。日本と中国 

は抱えてきたそれぞれの歴史的な背景があって､現代化の波にさらされたものの、日中家 

庭事情は異なると思われる。「こどもは親の鏡」だと言われるように子どもが親の背中を 

見て成長していくのである。従って、現実社会で日中親子関係はどうであるか、そして、 

社会･経済的な状況の変化によって、日中親子関係はどうなっていくのかの要因分析の重 

要性が増しているのである。 

 本論文は､序章では､研究の背景及び問題点について記述し、それらの内容を踏まえて本

研究の目的と意義を設定した｡第 1 章では、日中家族の定義及び価値観について分析した。

第 2 章では、日本と中国の現代社会の家族関係について考察した。第 3 章では、本研究を

深く考察するために､日中青年期段階の親子関係に基づいて研究及びアンケート調査を行

い、日中親子関係の異同を分析した。第 4 章では、日中青年段階の親子の住まい方におけ

る問題点を記述した。最後では、本研究の結論と今後の課題を述べた。 

 本研究において日中親子関係の現状と問題点について調査及び考察を行った結果、日本

を始めとする先進各国は少子化が進み､様々な家庭問題が生じている｡中国も例外ではなく、 

現在の家族実態では、「核家族の増加」による、世代の分化となりつつあり、高齢者家庭も 

著しく増えている。そして､社会の発展とともに人々のつながりがますます希薄化になって 

いくといえる。もちろん、家族は社会の基本単位と言われるように、家族関係も同じく、

これからの中国社会には、人々の価値観､結婚観､家族の論理観なども大きく転換していく

と思われる。 

 日本人も中国人も同じく「地球村」を生きているといえる。グローバル化とされている 

世界中で、国と国間の「境界線」が薄くなっているのにもかかわらず、家族内外の人間関

係は複雑となりつつである。従って、家族の」形がこれからもますます変わっていくと考

えられる。現代の日本と中国社会は、子どもたちに生命を愛おしむこと、社会のルールを

守ること､道徳を養うことが目標となっているが､｢個人の自由」「自己実現｣を強調するに従

って、こうした価値の意識が希薄している。 

 親と子の問題は単なる家族問題にとどまらず、また別の社会問題を引き起こしている。 
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近年の日本は親子問題による犯罪事件が後を絶えないが､日本ですでに経験されている問

題いずれ中国でも起こると思われる。そして、親と子つながりは「心のケア」がとても大

切であると信じている。 

 

 

M-F0809  李 璐琪     日中通信販売の比較研究 

 要旨 

 金融危機がもたらした世界大不況の中、先進国の国内需要が大きく縮小している。それ

に対して、受ける衝撃が比較的に小さく、国内需要拡大中の新興国市場が注目の的となっ

ている。その中でも、4 兆円の財政出動で早くも回復に向かっている世界最大人口を誇る中

国国内市場は、グローバル企業が規模拡大を図る際に考慮に入れねばならぬ存在となって

いる。日本企業も例外ではない。 

 日本企業による中国でのビジネス展開は、ここ 20年にわたり多くの分野で行われてきた。

しかし、今まではそれほど脚光を浴びてはいないが、これからは無限な潜在力を発揮しよ

うとしている分野がある。それは、中国のネット通販事業である。中国のインターネット、

特に通販サイトの実態および外資企業の進出にあたる課題を明らかにすることによって、

外資企業が中国の EC ビジネスに進出する際の参考になるように本稿をまとめる。 

 本論文は、第 1 章で、研究の背景と目的と構成、第 2 章では、現在日中通信販売の現状

と課題について調査した。第 3 章では、本研究を深く考察するために、ダイレクトマーケ

ティング理論、コトラーマーケティング戦略、ネットビジネス戦略の先行研究を行った。

第 4 章では、2 章、3 章の考察を踏まえて、本研究を進めるための研究の枠組みを構築した。

枠組みは先行研究から得た消費者ターゲット戦略、商品販売戦略、メディア戦略、広告戦

略、物流戦略五つの方面を参考理論として構築した。研究の枠組みから、分析、考察を行

った。第 5 章では、本研究の結論と今後の課題を述べた。本研究から得た知見は以下のと

おりである。 

 中国経済の急速な成長とともに、中国のインターネット市場規模およびインターネット

ユーザー数もすさまじいスピードで伸びている。インターネットビジネスの中多くの注目

を集めているのは通販ビジネスである。かつて中国人に敬遠されていた通信販売はすばや

い速度で消費者に浸透している。実際、インターネット通販の取引量はまだ商業取引全体

のわずか 1％しか占めていないといわれているが、これからの成長が見所である。 

このような環境は、日本のような国内市場が伸び悩む先進国に大きなチャンスを提供して

いる。中国のインターネット通販市場をうまく利用することができれば、新たな需要の発

見とチャネルの拡大が実現できる。 

 もちろん、前提条件として、中国市場に需要の高い製品を見つけて投入することはいう

までもないことであろう。しかし、製品戦略だけではうまく行くはずがない。ほかにもリ

スクと課題が多く存在する。 
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 まず、中国政府は内資企業を応援するために、外資企業の参入に対して多くの障壁を作

っている。そこで内資企業と組まざるをえない状況に必ず出会ってしまう。そこで、多く

の選択肢から信頼できるような提携相手を選び出すことは簡単ではない。また、中国の規

制にはクレーな部分が多く存在しており、その意味で政府との関係をうまく築くことがと

ても大事となる。さらに、インターネット販売の必須インフラとなる物流システムのリス

ク。中国の配達業界は規制面において未だに成熟していないため、サービスの質に大きな

格差が存在する。そこで信頼できる業者を見つけ、コントロールできるように仕掛けるこ

とはトラブル防止の鍵となる。 

 上記課題を解決できれば、中国でのネット通販ビジネスが成功する可能性が一段と高ま

るであろう。 

 

 

M-F0810  劉  征     中国映画産業の活性化に関する研究 

 要旨 

 経済の高度成長に伴い、物質的に裕福になった中国は豊かな文化生活を求める層が急増 

している。これは、社会主義国家の国民教育の道具としてその役割を果たしてきた文化産 

業の多様化、商業化が求められる時代の到来を意味している。映画産業でいえば、1990 年 

代半ばから体制改革が進められてきたにもかかわらず、いまだに自由に作品を企画し、製 

作できるような環境が整えられていない。 

 映画産業は世界的に見て、市場が拡大している。近年の成績を見ると、興業成績、観客 

動員数、映画館数は増加しており、国際映画祭では、作品・映画人ともに高い評価を受け 

るようになった。技術も進歩し、制作環境も大きな変化が見られる。さたに、産業として 

の映画という考えの定着しつつある。こうして見ると、映画産業は活性化しているようで 

ある。だが、興業成績も歴史的見た場合、決してよい成績とは言えない。近年成長の目覚 

しいシネコンは、環境設備の向上などに一役買っているものの、海外の映画優位の現状を 

改善するどころか、逆に中国映画の割合を落ち込ませている要因ともいえる。これらの調 

査、分析を踏まえ、中国映画産業の活性化を検討する。 

 近年、中国映画が国際映画祭などで高い評価を受けている。さたに、興業成績も好調だ 

と新聞などが報じている。では、中国映画産業を活性化しているといえるのか､興業成績、 

観賞設備、映画の質、制作関連、海外展開、この五つの項目を軸に、活性化の度合いを分 

析した。中国映画 60 年の歩みから考察し、とりわけ近年の産業状況と政府の方針、政策に 

注目した。そこにアンバランスな産業構造が目立ち、中国映画界は配給網、興行網の再編、 

海賊版ＤＶＤの氾濫、業界内の「超大作」志向、政府の企画や製作に対する制限、及び検

閲など、さまざまな問題を抱えている。 

 このような諸問題に関する改善策が検討され、中国映画産業の活性化を期待したい。 

今回の発表は中国映画の歴史を背景に、今の中国映画産業の現状を考察した上で、現行す 
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る中国政府の映像政策、経営方針、及び産業振興対策について分析し、その問題点を指摘 

するものである。 

 筆者は映画を見ることが好きである。ある時期までは、海外のいわゆるハリウッド映画 

ばかりを見ていた。だが、中国映画が活躍しているとよく耳にする。海外の国際映画祭で 

多くの中国映画が表彰され、ハリウッドでも中国映画のリメイクが相次いでいる。国内で 

も、中国映画が宣伝され、ヒットが続いている。筆者自身も中国映画を見る割合が増え、 

中国映画に対する評価も高まってきている。 

 しかし、数字的なものからするとハリウッド映画には及ばない。実際に中国映画が活躍 

しているという確たる根拠も示されていない。そこで、この論文では中国映画産業が現在、 

どのような状況にあるのかを調査し、中国映画が活躍していると言えるかどうかを検証す 

ることを目的とする。さらに、中国映画産業の問題点・改善点を示し、今後の活性化に向 

けた提言をすることを目標とする。 

 

 

2017 年 3 月 

M-0901 夏  洋  狭山における茶業の近代化について」 

要旨 

茶は「日常茶飯事」という言葉があるとおり、われわれの生活の中に溶けこんで茶の生

活は考えられないが、江戸時代には「水呑百姓」という言葉の通り、茶さえも飲むことの

できない人々が多かった。もっとも狭山茶の発祥をみても、七百余年前の河越茶が中断し、

狭山茶として復活、庶民の用にあてられたのは今から二百年前程前の享和の頃で、それ以 

前はよくよくの人でなければ茶を口にすることはできなかったのである。それが「茶腹も 

一時」と言われ、空腹をしのぐに普及したことは、茶の効用がそれだけ大きいことと、先 人

の尊い茶業振興の努力であることを考えないわけにはいかない。 

河越茶は鎌倉時代にすでに関東の銘茶として取り上げられた。今から 800 年前ほど前に

栄西が中国大陸から茶の種を持ち帰られ、明恵上人が武蔵国河越でそれを栽培・製茶法を

考案したと言われている。一方、茶樹に関しては日本で自生しているものと考える自生説

もある。渡来説は唐の時代に主として僧侶などによって穏がもたらされたという。多分野

の研究成果は渡来説を支持している。横浜開港に約 30 年前から河越茶が復活して、開港

後の輸出増大は生産規模を拡大させるきっかけで、あった河越茶の輸出は最初多く八王子

に集荷され、そこから横浜に送られた。外国の商人は八王子の商人を呼ぶの「八」の略称

を用いた。それに応じて狭山茶にも「八茶」の名称がつけられた。最大の輸出市場はアメ

リカである。 

輸出需要の増加と同時に製茶の「粗製濫造」現象も起きて、アメリカ市場で問題化にな

った。武蔵野の茶業家約 30 名より「狭山会社」の設立が見られ、その目的は粗製濫造を減

らし、国産の名誉を保つことにあった。18751 年、1876 年それぞれ大蔵省より勧業資本金 
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5000 円、 5000 円借り受けて事業を展開した。アメリカへの輸出以外に も県内販売にも

カをいれた。 生産規模の拡大とともに製茶工程の改良と機械化が考案され て，製茶機械

は労働力の価格上昇に伴い普及していった。狭山地方で製茶の機械化が静岡 のそれより十

数年の遅れを取ることになった。それは量産の静岡に対し、味の狭山への固 執によること

であった。しかし、本格の機械化は明治末期から大正 7 年にかけてのことであった。戦時・

戦後初期に配給制度は実施され、狭山茶の配給区域に東京都が入ったこともあって、消費

エリアと消費量は確実に拡大していった。戦後初期から高度成長期にかけて狭山茶生産の

拡大を計画的に実施されて、後に経済の回復と国民の所得の増加と相まって日本における

主な飲料ブランドとして成長した。 

在狭山茶の名声が確かなものであるのは、これら先人たちの努力なしには語ることはで 

きないであろう。吉川温恭・村野盛政による河越茶の復興にはじまり、増田三平の三平蒸

縫の開発、組製濫造に対抗した繁田武平による狭山会社・西村作衛門による和賀川会社の 

設立。高林謙三の製茶機械の発明。戦後復興期における太田義十等の活躍などがあったか 

らこそ、現在の狭山茶がある。 

 

M-0902 侯 佳麗  日中「鬼」文化の比較研究  

要旨 

この論文は、鬼の概念や分類を述べた上で、日中両国の鬼文化をめぐって、鬼の起源や

関連性を検討してみた。また、時代によって「鬼」のイメージは違 っていることを究明し

た、それに、日中両国における鬼文化の表現形式の比較 を通して、その異聞を指摘し、両

国国民の文化心理との違いを考察することを 目的とした。 

論文の構成としては、第一章において、「鬼」という文字の組み立てを述べ た。中国の

『説文解字』では「鬼」字の成り立ちを「人」と「由」と「ム」の三つの部分からなって

いる。「金文」には「ム」字がないが、後世に付け足された音を示す符号である。そして、

『日本国語大辞典』と中国の『漢語大詞典』 によって鬼を定義づけてみた。また、各鬼研

究者の観点を整理して参考にした。 

折口信夫によれば「鬼」という語は、もと中国から幽霊の意味を指していたが、その後、

超自然的な恐ろしい存在であり、姿を見せない隠れたものを意味 するようになった。日中

文化比較の視点からの研究者として代表的な徐華龍に よれば中国の「鬼」は初めから悪い

もので、日本の場合は、最初は善的なもの だったが、仏教の伝来にしたがって仏教の影響

を得て悪いものになったと指摘 した。次に、日中両国の各鬼研究者の鬼の分類を考察した。 

第二章において、まず、最初の鬼は誕生した原因を述べた。自然要素の研究 を通じて、人

間は環境に対する恐怖感と生産力が低いゆえ、「鬼」を生み育てる環境を作ったことが分か

つた。次に、鬼の語源を考えるとき日本固有の「オニ」と漢字「鬼」区別があり、「オニ」

についてはおん（隠）から姿を見せない隠れたものを意味するようになった。「大きい」と
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いう意味を表す「お」と神事を表す「に」がいっしょになった言葉であるという言い方で

ある。時代に よって、鬼のイメージが異なる。「鬼 J という言葉は昔中国から日本に伝わ

ってきて又両国も仏教の影響を受けたが、日本は中国と違った鬼のイメージが誕生するこ

と究明した。 

次に、人間と鬼と神の関係について述べた。ヨロッパの悪魔と神の聞には対 立関係を持

っている。しかし、日中両国の鬼については、昔、神とはっきりし区別はなかった。鬼が

生まれた時、鬼と神は本質から見れば、同じ物で、あっ たが、ただ後の進化過程の中で、

神は段々善と美の象徴になっていた。逆に鬼は悪と醜の化身となった。そして、中国では

先祖は神様と尊重されても、鬼とも呼ばれる。神様と鬼の聞で昔から変わらないのは、先

祖と子孫の聞に永遠 な血縁関係と利害関連の依存関係であることを述べた。 

第三章は主に、鬼に関する祭り、言語などの話題について述べた。まず、日 中両国の鬼

に関しての年中行事を紹介し、鬼の両面性が反映させていることを 述べた。次は言語にお

ける鬼の意味から日中対照研究を試みた。具体的な方法 としては、中国の『漢語大詞典』

と『日本国語大辞典』から「鬼」のいろいろ な意味を抽出し、言語資料を収集し、比較し

て分析してみた。そして、両言語 における「鬼 j の意味の共通点及び相違点をまとめてみ

た。「鬼」の意味において中日両国の共通的な意味は少なく、違う意味が多い。日中間言語

における「鬼」は、原意より比喰、または隠喰的な意味として使われる場合が多い。そし

て、意味としては中国語より日本語のほうが広く使われていることも指摘した。それから、

日中両国の人々の鬼に対する態度の比較を通して、盛んな日本 鬼文化から見れば、鬼は

人々の生活に深くしみ込んでいて、日本人の中に鬼が 好きな人は多いことが分かつた。一

方、中国で迷信とされた鬼は民俗文化の中 に衰退していったことが分かつた。大部分の中

国人は鬼が嫌い、まだ鬼を排斥するという文化心理が見える。中国の「鬼」はマイナス的

なイメージが強いが、日本語の「鬼」はプラス的なイメージがやや強いことが指摘できた。 

 

M-0903 向 麗娜  日中の「新年」についての文化的比較研究―湖南省の新年と比較し

て― 

要旨 

この論文は、新年を中心に、日本の正月と中国の春節を研究対象に、起源、風俗と言語

文化の面から研究する。両国の文化の発展を期待して、共通点と相 違点を探して、その変

化を形成した原因を呈示することを目的とする。 

論文の構成としては、第一章は日中新年の起源、を紹介することである。第二 章は飲食、

飾り、行事の三つの節から両国新年の風俗における比較と異同分析 である。第三章は文字

と数字から両国の言語文化の比較と異同分析である。第 四章は日本のお正月と中国の春節

における共通点と相違点を説明することで ある。最後は、共通点および相違点が生じる原

因についても考察を加える。 
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まず、起源、から見て、両国は古代からずっと密接的な関係を持ってきている。日本の

新年には古代の中国の影響を受けたものが多い。しかし、時が経つにつれて、両国もだん

だん変わって来た。最初は閉じでも後は違う。風俗から見て、中国の新年と日本の新年は

同工異曲である、表わす方法が違うようだが、新年 中表わしたい希望と祝福が中日両国は

実は、だいたい同じようだ。例えば、新 年中日本の家族は門松を飾って、中国の家族は門

に春聯を飾る。日本の紅白歌 合戦と中国の春節聯歓晩会など。最後に、言語文化から見て、

日本と中国の人々 が共通の祝い言語と忌誇言語も使っている。言語を利用して新年の希望

と家族 の祝福を祈る。数字でも、文字でも日中両国によく似た現象が見られる。対比の分

析からして、日中両国の文化が一層高められ、もっと発展せられることが 望まれる。それ

によって両国の人民は一層明確に両国の伝統文化を理解できるようになるであろう。 

 

M-0904 史 厚玲  日本語のコミュニケーションに関する一考察―敬語を中心に― 

要旨 

コミュニケーションはどの国でも最も重要なものである。中国にも日本にもその例外が

ない。しかもそれは人間社会を結びつける大切な粋である。特に敬語は、日本語では非常

に発達している。敬語は日本語の中でかなり重要な地位を占めている。今日世界中の言語

の中で日本ほど敬語を使っている言語はない。 

それで日本では、敬語ができないと会話できないとよく言われる。これにより分かるこ

との敬語は言語活動の中で影響が非常に大きいのである。敬語のシステムは、自分と相手

との関係、つまり、自分が相手とどんな関係にあるかの言語表現上の様式である。敬語は

面倒で、嫌いだと言う人が多いが、敬語そのものが嫌いなのではなく、敬語の使い方、敬

語を考えなければならない場面に立ち入ることがストレスを生むのである。 

本論文では 5 章の構成とした。「第 1 章 敬語コミュニケーションとは」では敬語コミュ

ニケーションの定義について説明した。 

「第 2 章 敬語の体系」では敬語の体系について敬語の基本的な性質をしっかりと抑え

るために、従来の尊敬、謙譲、丁寧という 3 分類を超えて、根本的な点から説明した。 

「第 3 章 敬語の誤用」では敬語の誤用についてよく間違えられる敬語を例で説明した。 

「第 4 章 敬語化から敬語コミュニケーション化へ」で、は適切な敬語コミュニケーシ

ョンを目指すための方法として敬語化から敬語表現化、そして敬語コミュニケーション化

というように、敬語コミュニケーションの成立を段階的に捉えることを試みた。 

「第 5 章敬語表現の実践」では敬語コミュニケーションの実践として面接、発表、イン

タビュー、訪問様々な敬語コミュニケ}ションの事例を採り上げ、説明した。 

「終わりに」では結論として、敬語はコミュニケーションを円滑に進める上で重要な役

割を果たしている。日本語の敬語は人間関係において重要である。 

特に外国人にとっては敬語が難しいと言われて来た。敬語を正しく使えないとそれとも
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敬語を使わないと人間関係もうまくできない。「人に失礼した」といったような表現は今の

日本では使わない。日本に留学して来てから、実際の生活や書籍等においてもこうしたこ

とをよく感じた。日本語の敬語がうまく使用でき、日本での生活、人間関係や仕事が円滑

にできれば、さらに充実したものになると思える。敬語は日本語のコミュニケーションの

一つとして重要だ。本論文で論じた内容がすべてではない。今後の課題として、中国での

敬語表現について取り組んで、いきたいと考えている。さらに本論文で、は及ばなかった、

日本語のコミュニケーション及び敬語については、今後の研究課題としていきたい。 

 

M-0905 陳 方龍  欧米列強との戦争に対する日中比較研究 

要旨 

この論文は、日中両国において初めての欧米列強との戦争であるアヘン戦 争、薩英戦争、

下関戦争について、その後の歴史を含めて改めて比較、検討していく。そのうえで、なぜ

日本では薩英戦争、下関戦争の後に徳川幕府が滅び 明治維新が起き、近代化を成し遂げら

れたのか、なぜ清ではアヘン戦争も近代 化が進まなかったのか、その理由を探ることとし

たい。 

論文の構成としては、まず、第 1 章ははじめに、この研究の背景と目的を紹 介するもの

である。第 2 章はアヘン戦争、薩英戦争、下関戦争の概要を紹介するものである。アヘン

戦争は清とイギリスとの聞で 1840 年から 2 年間にわったておこなわれた戦争である。名前

の通り、アヘンの密輸が原因となった戦争である。薩英戦争は生麦事件の解決を迫るイギ

リスと薩摩藩の聞で鹿児島における戦争で ある。イギリス側は、この戦争や終戦交渉を通

じて薩摩藩を高く評価するよう になり、関係を深めていく。下関戦争は幕末に長州藩とイ

ギリス、フランス、 オランダ、アメリカの欧米列強との聞で起きた、1863 年と 1864 年前

後 2 回に渡る武力衝突事件。馬関海峡で四国連合艦隊に敗れた長州藩は、海外から新知識

や技術を積極的に導入し、軍備軍事を近代化していくことになる。第 3 章は戦争の後の対

応を紹介し、異同を比較分析である。第 4 章は革命運動の行方を紹介することである。中

国では、アヘン戦争の後、民衆の不満により、遂に 1851 年 9 月 25 日で、太平天国の乱が

起こった。太平天国運動は古い農民戦争から民衆反乱までであったが、いままでにない高 

度な組織、規律にたどり着いた。清王朝と、これを支持する官僚、地主、富商に大打撃を

与え、また末期には初期の中華思想的世界観を放棄して、相互の領 土主権の尊重を強調す

るなど、民族主義の萌芽を示し、その歴史を通じて、近 代の中国革命の課題一反帝国主義・

反封建主義の課題を提示した。直接には最 初の工業化の試みである洋務運動を生み出す、

大きな要因となった。またイギ リスの対日政策に少しの教訓、影響を与え、間接的に日本

の明治維新を援助する役割を果たしたのである。日本では、大政奉還、王政復古、戊辰戦

争、版籍 奉還、廃藩置県という流れで行われている。 

最後の第 5 章は本論文の結論である。欧米列強との戦争をきっかけとし、近 代化への動
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きがみられた日中両国で、あったが、日本はこれに成功し、中国は失敗に終わった。その

共通点と相違点を説明し、共通点及び相違点が生じる原因 についても考察を加えた。当時

の清政府と江戸幕府は、封建体制強化のため、鎖国政策を行っていた。清は中央集権的な

統治方式で、日本は幕府を中心としつつも、各地域に藩が存在する、幕藩体制という統治

方式で、あった。天皇が名義的な最高統治者で、あったが、実権は江戸幕府の徳川が握っ

ていた。 薩英戦争と下関戦争の結果から見れば、欧米列強は薩摩藩を倒すには至らなかっ

た。欧米列強の強さを目の当たりにした薩長は擦夷の厳しさを実感し、欧米列強に学んで、

自分たちを改革しなければならないと考えた。戦争の敗北に 対して、冷静に分析を加えた

のである。それに対して、清は、欧米列強が強いから、もう仕方がないと締めた。清では

アヘン戦争は自分たちが侵略されたもので、相手が悪いという分析で終えてしまった。日

本は、敗戦を反省し、そこから、今後どうすべきかを学んだ。 

 

M-0906 町田 渉  規制業種における差別化戦略の確立 

要旨 

【研究の背景と目的】 

全国の指定自動車教習所は 

18 歳人口の減少に伴い、 

経営を変革し企業競争力を 

高める必要があるが、規制 

という同一の価値提供が求 

められる規制業界でもある。 

この論文は、この相矛盾す 

る課題を解決するために、 

規制の枠の中にありながら、教習所教習力という本質的サービスを見直すことで、規制業

種においても差別化戦略の確立の可能性を検証することを目的とする。 

 

【本論の構成】  

 まずは、規制業種の組織的特徴と競争優 

位性を築くための組織経営資源との関係に 

ついての先行研究を行った上で、指定自動 

車教習所に与えられたわずかな裁量権であ 

る「教習指導方法」こそが、磨き上げるべ 

き経営資源と定義し、その後の研究を行っ 

た。 

 教習指導方法の検討においては、教育学による学習設計、認知心理学的教育アプローチ、

運動学習の知見から、新たな教習指導方法を検討した。 

 自動車の運転という常に環境が変化し続ける中での技能習得では、学習者が自ら判断で

きるようにしなければ、刻々と変化する状況に対応することはできない。よって人間の考

えるプロセス、つまりは認知プロセスの教育を重視していた新たな指導方法を検討した。

さらに、運動技能の上達により課題固有の自己効力感が醸成されるとの先行研究から、「教

習指導方法による自己効力感醸成」の検証モデルを構築した。  

 検証にあたっては、教習生 50 名に協力してもらい、アンケート調査をこない、そのデー
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タをもとにモデル検証を行った。  

【検証結果】 

今回のデータ対象は、新たな教

習指導方法が開発中のため、やむ

なくこれまでの教習所の標準とさ

れてきた指導方法のデータのみで、

モデルの検証を行った。その結果、 

従来の指導方法では、提示したモ

デルは成立しなかった。 ただし、

従来の指導方法の問題点としてと 

らえた行動主義的な部分が、この実験を通じて検証された。 

指導員によりフィードバックを与え続け、教習生の行動をコントロールしようとしてい

ること  

認知プロセスを重視したインストラクション内容が提示されないので、教習生の練習の

場は限 

 りなく少ないこと  

自然発生的な運転環境での指導なので、その場しのぎの指導になり、指導効果と教習生

の学習 

 活動が、常に外在的なものに終始している  

ただし、そのような指導員の教え方にも関わらず、教習生が運転経験を重ねていくと、

運転に 

対する自己効力感は高まること  

【今後の課題】  

まずは早急に、現在開発中の新たな教習プログラムのデータを収集し、これまでのデー

タと 

の比較検討を行った上で、本モデルの有効性を検証することが不可欠である。その上で、

この研究の最終的な結論が導けると考えている。 

 

 

2017 年 9 月 

M-F0901 鄺 林美 日中鯉食文化の考察 

要旨 

日中両国は一衣帯水の隣国だから、自然環境や歴史上の文化交流により、食文化の面に

おいてたくさんの類似点を持っている。特に、鯉という魚は古くか ら中国と日本で飼育さ

れ、養殖されていた。また、中国の「鯉の滝登り」という伝説の影響により、鯉に対して

のイメージも似ている。それに基づいて、本 論文は、鯉の料理方法を中心に日中両国の鯉

食文化について検討してみた。 

本論文の構成としては、第一章において、鯉という魚の一般的な事項を扱う。まず鯉の

語源説について詳しく説明する。また、鯉の原産地と歴史について、そして鯉の養殖がど

のように発展しているか及び鯉の産量がどのような状況 であるかという点を述べた。鯉は

薬効のあるものとして食用された点も記述が した。第一章の最後に、「鯉の滝登り」とい

う伝説を紹介した。 

第二章では、鯉の生で食べる膽料理についての考察を行った。まず、辞書や 古書に記載
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している膾の定義を分析により、日中両国の膾料理は深い関係があると言える。また、日

中両国の膾の歴史や発展をそれぞれ詳しく説明した。日 本の膾料理は中国から伝わったと

考えたが、その確実な資料と研究はまだない ようである。刺身は膾から発展したものとい

う点も言及した。そして、日中両 国の鯉膾の料理方法を年代順に説明した。日中両国の料

理方法はそれぞれの特徴があると分かった。最後に、他の鯉料理の料理方法を述べた。 

第三章では、鯉料理の特徴から見られる日中両国の鯉食文化の共通点と相違 点を明らか

にした。また、日中鯉食文化の異同が生ずる原因についての考察を行った。 

最後に、本論文のまとめと今後の課題について述べた。 

本研究によって、古代の日中両国も大切にしてきた鯉料理が、どうして今の 社会にはだ

んだん少なくなっていることを注目して欲しい。特に伝統的な膾料 理が未来へ継承できる

ように願っている。しかし、今は、膾料理を食べた人は おろか知っている人すら少ないと

いう状況である。したがって、日本と中国に おける鯉食文化が未来へ継承するために、伝

統的な料理方法を守りながら、現 代人の要求に応じる新しい料理方法も作り出すことを願

っている。 

 

M-F0902 蒋 鳳霞  日本現代社会の孤独死に関する考察 

要旨 
 本論文は、孤独死の定義からはじめ、その発生する要因と現状、それから今後の対策を

述べた上で、日本現代社会の重要な課題になる孤独死について検討してみた。 

 本論文は三章に分けている。第一章において、孤独死の定義と混同しやすい孤立死の定

義を述べた。現在では、孤独死という言葉には、明確な定義はない。そのため、その解釈

が調査機関によって様々なである。しかし、各定義からまとめて孤独死の特徴と基本的概

念を構成する要件が見える。そして、孤立死の定義も検討した上、孤独死と比較もした。

本章では、孤独死の定義を検討した上で、孤独死の定義の難しさを明らかにし、孤立死と

の区別をし、概念の不明確さということを述べた。 

 続いて第二章において、深刻化する孤独死の実態とその背景を述べた。孤独 死は主とし

て、一人暮らしをされている方が、誰にも看取られることなく亡くなってしまう現象であ

る。近年、孤独死の発生件数の増加に伴い、急激に認知 度を増している。また、一人暮ら

しでないにもかかわらず孤独死が生じるケースなども報告され、深刻な社会問題化してい

る。本章は東京 23区を研究対象として、孤独死の事例を挙げ、孤独死の状況からはじめ、

社会的孤立と生きがい、単身者世帯の増加など、孤独死を形成する背景と原因を述べた。 

また、家族形成に関する価値観と孤立ルスクの関係、それから人付き合いに関する価値観

と孤立リスクの関係を述べたうえ、結婚では孤独死リスクを回避 できないということが明

らかにした。しかし、孤独死の一つ主な背景となって いる無縁社会化した日本社会では、

孤独死を予防するため、近隣と交流することを意識的に心掛けることも重要である。本章

では、実例から、孤独死の実態、単身者の増加、無縁社会になる日本社会な面など、日本

孤独死の現状と背景がどういった状況にあるかということについて、述べてきた。高齢者

と言わず、若い年齢層まで、孤独死は日々厳しくことは見える。 

 前二章の検討の上で、第三章は孤独死に対する今後の対策を述べた。現代重 大な社会問

題として、孤独死の対策と防止を目指し、各方面から方策を練る必 要があると考える。孤

独死問題の対策を図る上では、孤独死の発見、救命と予 防があると考える。孤独死の発見

は技術的には十分な対策であり、地域の方による見守りでも対応可能である。孤独死の予
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防では、性別•年齢•地域•職業 など孤独死しやすい人を抽出することで、予防対策に講ず

ることが可能である。 地域によって、いろいろな方策が展開された。本章では、社会に注

目された常 盤平団地の孤独死政策の主な実例を挙げ、孤立しゼロ•モデル事業における 主

な取り組み対策を挙げた。それに、孤独死の予防で一番大切なのは、生涯現役であること

も明らかにした。つまり、社会と関わりを持つ、活躍し続けることである。最後に、この

論文を通して問題になる孤独死を重視しなければならない現代 社会には、政府と機関及び

個人まで努力すべきことが明らかにした。本研 究では、孤独死をめぐる日本の現状に関し

て、実態把握ができている自治体が少ないこと、定義が不統一なまま実態研究が行われて

いること、個々の事例の 情報把握が不十分であることなどを明らかにした。また、孤独死

予防対策の実 施状況についても、地域差を含むいくつかの傾向を示すことができた。孤独

死者数の年次推移や個々の自治体の予防的取り組みの成果など、本研究で検討できなかっ

た課題が残る。 

 また、本研究の検討は、まだ孤独死をめくる日本の現状を十分反映していないことも確

かだと考える。今後も、孤独死をめぐって、研究し続けることが必要である。 

 

M-F0903 全 平平  日中道徳教育の比較研究 

要旨 

この論文は、日中の学校道徳教育を中心に比較することを目的とする。 

今、大人を含めて道徳的意識が低下していると指摘されている。とくに挨拶が出来ない、

礼儀がない、善悪の判断ができない等々、若い人の道徳意識の低下が顕著であるという。

また、電車の中でのお化粧、また携帯をしながらの運転、スマホ歩きが横行しており、大

人も子どもも情報機器の虜になり、他人の存在に関係なく自分の世界に入り込んでいる。 

こうなると、他人や仲間との会話は減り、コミュニケーション能力の欠如をきたす。子

どもたちも年齢の異なる仲間との触れ合いが少なくなり、集団での自分の位置が分からな

い、自信が持てない、集団行動ができないなどの悩みを抱えるようになってきた。 

2002 年、日本において道徳教育の改革が行われた。小学校学習指導要領、中学校学習指

導要領、高等学校学習指導要領には、それぞれ第一章総則において道徳教育の目標と基本

的な方針が述べられているように、道徳教育は教育基本法及び学校教育法に定められた教

育の根本精神に基づき、人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を家庭、学校、その他の

社会における具体的な生活の中に生かし、豊かな心を持ち、個性豊かな文化の創造と民主

的な社会及び国家の発展に努め、進んで平和的な国際社会に貢献し未来を拓く主体性のあ

る日本人を育成するため、その基盤としての道徳性を養うことを目標とする。また、中央

教育審議「幼児期からの心の教育の在り方について」答申「『新しい時代を拓く心を育てる

ために』―次世代を育てる心を失う危機―」(1998)においては、学校の教育活動全体で行

う道徳教育の「かなめ」としての「道徳の時間」の役割とその活性化を提言するとともに、

ボランティア活動、事前体験活動、郷土の文化、伝統に親しむ活動といった体験的な道徳

教育の必要性を求められている。 

中国では、2001 年 WTO 加盟以降、諸外国への開放の程度はより深くなり、情報化社会

が進んだことによっていろいろ交流がより盛んに行われ、社会の現代化が急速に進んでき

た。そして、思想上の交流においてはお互いに学び合うような積極的な側面を持たれる一
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方、異文化が衝突して社会の思想は混雑になっている消極的な側面もある。この変化の激

しい時代において、社会に順応しつつも、積極的な価値観、人生観、世界観などをもつ人

間をいかにして育成するかが、極めて重要な課題となった。このような流れをうけて、2003

年中国においては、道徳教育に対して最も大規模及び系統的な教育改革が行われた。この

改革は、人間性を育むという根本的な理念において大切にされるのは、生活を基盤とする

これまであまり見られなかったカリキュラムの調整である。主に、生徒の生活をカリキュ

ラム構築の基盤とし、責任を持つ公民ということを身につけ、積極的かつ健康的な生活を

送れることを追求し、積極的な価値観をもって、より学生の独自な思考能力を育成する。

したがって、知識、能力、感情、態度、実践及び価値観が統一できるようなことを基本的

な目標として、中国の道徳教育はより実生活に結びついたものとなると思われる。 

日本と中国では、古代から道徳教育は重視されたため、両国の道徳教育における理念、

目標、内容と実施方法を比較考察することによって、両国における道徳教育の今後の発展

に意義がある。 

論文の構成としては、両国の道徳教育に関する資料を収集して得た知見から、主に道徳

教育における理念、目標、及び実施方法について考察を加えた。そこで、両国の道徳教育

の政策、理念、実況などを中心にして明らかにした。 

本論文は、序論、本文として第一章から第六章、結論、参考文献で構成されている。 

本論文の第一章では、日本と中国における道徳教育の理論発展を把握するため、道徳教

育の意味が分析され、また日中における道徳教育の古代から現代までの歴史について書籍

や関連法令などの史料を素材に考察した。第一節では両国における、それぞれの道徳教育

の意味について考察した。第二節では両国における道徳教育の古代、近代、現代において

道徳教育がどのように推進されたについて考察する。第三節では比較教育学に注目しつつ、

道徳教育の比較価値を考察した。 

第二章では日中道徳教育における役割の考察を行った。道徳教育は、人としてより良く

生きることを根本で支えるとともに、国家、社会の安定的で持続可能な発展の基盤となる

ものである。それを明らかにするには、道徳教育を推進する必要性と役割などから分析し

なければならない。従って本章の第一節では、中国における道徳教育の役割を考察した。

第二節では、日本における道徳教育の役割を考察し、第三節では両国道徳教育の役割の異

同を比較した。 

第三章では日中道徳教育における理論基礎の考察を行った。節の配置に関して第一節で

は中国における古代と現代の道徳教育の理論基礎を中心に分析した。研究材料として『孟

子』、『諸子百家』、『礼記』、『論語』など中国の典籍を取り上げ、考察した。その他の研究

材料について、1992 年に発行された『中国改革全書』を使用した。第二節では日本道徳教

育理論基礎におけるネイティブ文化理論と外来文化理論を中心に考察した。第三節では両

国道徳教育の理論基礎の異同を比較した。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%9F%E5%AD%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%9F%E5%AD%90
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第四章では日中道徳教育における育成目標の考察を行った。節の配置について、第一節

では中国における学校道徳教育の育成目標を中心に考察した。第二節では日本における学

校道徳教育の育成目標を中心に分析した。従って、本章では以上の二節から両国における

道徳教育の育成目標を考察し、比較した。 

第五章では日中道徳教育における内容の考察を行った。本章は第一節では主に中国にお

ける小学校の 3－6 学年に対する道徳教育の内容を考察していき、第二節では日本における

小学校の道徳教育の内容分析を行う。第三節では前述した両国の道徳の内容を比較しなが

ら考察した。 

第六章では日中道徳教育における実施方法の考察を行った。実施方法について、学校教

育、家庭教育、社会教育三つの主な部分から考察した。第一節では中国における道徳教育

の実施方法として学校、家庭、社会で道徳教育の展開を考察した。第二節では日本におけ

る学校、家庭、社会において展開された道徳教育を考察した。 

結論では以上の本文全六章の分析と考察を通して得られた結果を総合的にまとめた。日

中の道徳教育が 2002 年及び 2003 年とほぼ同時期に転換期を迎えたのは単なる偶然ではな

い。日本では教育基本法の改正により家庭教育による重要性や道徳教育における重要性が

謳われるようになった。人間関係が希薄になりつつある現在において、必ずしも経済優先

ではなく、「人間の豊かなこころ」に関心が向けられている。中国では建国 60 週年という

記念すべき年に向けて、北京オリンピック、上海万博、宇宙衛星の打ち上げ、GDP 世界第

2 位という経済大国を実現した。経済的に豊かにはなったが、国際社会からは北京オリンピ

ック、上海万博では道徳意識の欠如を指摘されることもあった。 

経済優先の社会では「ある社会で、人びとがそれによって善悪、正邪を判断し、正しく

行為し秩序を保つための規範の総体」が本当に守られているのか、大きな疑問もある。こ

れに加えて、インターネット社会特有の新たな社会問題も加わった。こうしたことから新

たな道徳教育の必要性が生じたのではないかと思える。 

日中は国体も大きく異なるが、中国も資本主義的な考え方が入り込み、経済優先の考え

方が大きな影響を及ぼしている。経済大国である日中両国は、社会を支える国民により秩

序ある社会が形成されるように学校における道徳教育の果たす役割は大きい。 

 

M-F0904 暢 兆斌  経営品質視点から見た中国中小企業経営の考察 

要旨 

 本研究では経営品質の視点から中国中小企業経営を考察する。 

 研究の背景として中国は1979年から改革開放政策を実施して以来大幅に国営企業の私営

化とともに民間の私営企業に優遇の政策も与え、一部の企業は外国資本を積極的に導入す

ることで、資本や技術の移転など成し遂げる一方、企業の経営自主権が拡大した。 

 2015 年に至って通年に全国で新規設立された企業は前年比+21.6％増の 443 万 9000 社、

平均毎日の新規設立企業数は 1.2 万社とのこと、中国は世界工場と呼ばれるぐらい発展して
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来た。 

  新規設立企業数は増加したものの、経営活動は困難に直面している。中国政府は中小企

業を経済発展の重要な発展のひとつとして位置づけている。 

私は中国の中小企業がドラッカー等が力説するマネジメントノウハウを修得することで今

後の持続的競争力を可能にするとの問題意識から本研究をおこなうというのは本研究の目

的である。 

 研究の構成は図表の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本と中国は社会体制が違うため、経済発展の市場環境も違い、両国の中小企業の現状と

直面している課題も大いに違う。しかし、経済高度成長している中国の中小企業は日本の

中小企業より発展が遅れているが距離が縮まっていることも事実である。日中両国の中小

企業の現状と課題を調べながら、先行研究の理論知識を理解する。 

 先行研究ではマネジメントの知識理論をまとめるために主にドラッカー氏のマネジメン

ト理論を参考し、まとめた上で日本と中国の経営品質賞とアセスメントの基準や方法など

を比較してそれぞれの国は経営品質の管理と求めている成果を理解した。ドラッカー氏が

主張している経営品質というのは顧客の視点から見た企業経営全体の品質であり、顧客満

足を高めるための経営の仕組みを構築し、その全社的な展開を図ることによって、顧客や

社会から支持され、ひいては強い企業競争力の実現を目指すという考え方である。 

 このような「顧客の視点」から見た「経営の仕組み」の質的レベルを表わす概念が「経
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営品質」である。つまり、経営品質とは単に製品・サービスの品質を意味するのではなく、

顧客によって競合他社との比較の上で評価され、支持される「企業活動のトータルな質」（マ

ネジメント・クオリティ）を意味する。 

 「経営品質」向上の考え方は、アメリカ産業復活の源泉とも言われる「マルコム・ボル

ドリッジ国家品質賞（MB 賞）」に始まり、日本では（財）社会経済生産性本部が 1995 年に

創設した「日本経営品質賞」に反映され、各地の各種経済団体を母体とした活動として急

速に普及している。 

 本研究は図 2 の通りの実証モデルで中国の文化交流企業をインタビューし、経営品質ア

セスメントの基準に基づき、実証調査の結果を分析した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記実証モデルをもとにインタビューシートを作成し、インタビュー質問項目をリッカ

ート 5段階方式で採点し、その採点結果から、調査企業の競争力を定性評価する。 

 インタビューは渡辺昇氏より提供された簡易組織診断シートを援用する。 

 調査をし、結果分析としては総合評点は 112 点であった。会社全体は競争力を高めるた

めに必要性に気付いたがまだ仕組みはなく経営上の思い付き、ひらめくという状態であり、

明確な方向性が決められてないことよる部分最適な経営状況である。 

 本研究で得られた「経営品質」を重視しても行動力がなければ無意味な命題となる。自

社の経営品質を高めるには業界によって如何にすれば効率がよいか、推進する優先順位と

か改善する方法などは今後の課題になる。中小企業は生存することと利益を追求すると同
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時に自社の社会的責任や顧客価値創造なども重視するべきである。      以上 

 
M-F0905 張 培浩  語彙からみる日中の「恥」文化の比較研究 

要旨 

 言語は特定する国、民族、集団の文化に付属しているものと言えるのであろう。言葉は

文化の上着であるのに対して、文化は言葉の土壌である。言葉はあらゆる面でその国や地

域のアイデンティティを構成している。日中両国は一衣 帯水の地で、歴史の交流が長い。

アジア漢字文化圏と儒家文化圏に属し、言葉 と文化においては類似するところが多い。そ

の中に特に儒家文化の影響を受け、数千年に渡って発展してきた恥の文化はそうである。

今まで恥に関する文化の 研究や語彙の研究が多いが、比較文化論と言語文化学の理論と方

法論で日中の恥の文化を比較研究するものがそれほど多くない。だから、筆者は先行研究

を 踏まえ、日中の「恥」文化を研究対象とし、日中両言語における恥に関する言 語表現

を切り口として、言語文化学と比較文化論の理論と方法論で日中両国の 恥文化を検討して

みる。 

本論文は六つの部分からなっている。 

第一の部分ははじまりである。この部分では、本論文のテーマの由来と研究意義を簡単

に述べる。 

第二の部分は主に本論文の先行研究と研究方法を論じる。国内外で恥に関する主な先行

研究を概説し、本論文の研究目的と研究方法を説明する。日中両国で語彙学、語用学、文

化対比と文学の角度から研究を行う学者が多いが、同時に比較文化論と言語文化学の立場

からの研究は殆ど見られないと筆者が気づいた。よって本稿はこの立場から「恥」文化を

対照研究してみる。 

第三の部分では、日中両国において恥に関する言語表現の対照研究を行う。筆者は大体

成語、四字熟語、慣用句、ことわざと普通の語から四種類に分け、日中両言語における恥

に関する言語表現をまとめ、簡単に比較してみた。その 中で儒家の思想からくる語彙が多

く、しかも恥を表す日本語は古代の中国語に 強く影響されたことが分かった。また、恥に

関する語棄を分類してさらに分析してみたら、日中両国それぞれの恥文化の特徵も次第に 

明瞭になってきた。 

第四の部分では「恥」の言語表現からみて、日中両国それぞれの恥の文化の 特徴、相違

点を論じる。中国は古代から儒家の学説の影響を受け、恥の文化を生み出した。そして徐々

に恥の文化の変遷を経て「メンツ」という独特な文化を生まれた。恥文化圏の発祥地とし

て、中国の恥の文化は日本に深い影響を与えていた。日本は独特な歴史や風土のために、

恥の文化は自国の特色が加わっている。すなわち、世間体を大切に、集団主義および強い

義理と恩の意識である。日中両国の恥の文化を比較してみると、それぞれ自律性と他律性、

メンツと世間体という明白な相違点を持っていることが分かる。メンツと世間体は一見す

ると よく似ている概念であるが、実はぜんぜん異なっている。前者は自分のイメー ジを
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一番大事にする自己本位の価値観である。 

第五の部分では日中現代社会の恥意識の低下について簡単に論じた。それに 恥意識の低

下をもたらす三つの要因も簡単に触れた。一つ目はネットに浸り、妄想世界と現実世界を

区別できなくなること。二つ目は、経済成長と核家族の形成による関係性の希薄化である。

三つ目は間違った価値観に導いてしまうこと。 

最後に本論文の結論と今後の課題を述べた。異文化コミュニケーションの立 場から日中

両国における恥の文化の差異が両国の国民の交流に与える障害及びどのようにその障害を

乗り越えることが出来るかを論じられなかった。これを今後の課題として研究しようと考

えている。 

 

 

2018 年 3 月 

M-1001 言 佳瑩  日中アニメ産業の比較 

要旨 

  本論文は「序論」「第１章 アニメの定義」「第２章 日本のアニメ産業」「第３章 中

国のアニメ産業」「第４章 日中のアニメ産業の比較」「結論――日中アニメ産業の啓発と展

望」と「参考文献」で構成されている。 

 序論では本論文で取り上げたい日本のアニメ産業の問題とまだまだ発展途上にある中国

のアニメ産業の全体像に触れ、第１章では言葉としての「アニメ」の定義を確認し、第２

章から第 4 章におい日中のアニメ史及びアニメ産業の概要及び現状、さらには問題点につ

いて論じた。日本のアニメ産業は手塚治虫の『鉄腕アトム』が 1963 年に連続テレビアニメ

番組として定着して以降、今日までテレビアニメというひとつのジャンルを確立したこと

はアニメ産業の原点として大きな役割を果たした。中国のアニメ制作自体はウォルト・デ

ィズニーよりも早い時期から行われていたが、文化大革命の時期に停滞することになった。

しかし、改革開放以後、外国のアニメから、アニメは子供だけのものではなく、芸術的で、

発展させていけば、中国でも産業化できるということを認識するようになった。1996 年に

は当時国家主席だった江沢民が行った次のような講話がある。「少年児童は中華民族の希望

であり未来である。彼らを中華民族振興のために社会主義の新人に育てることは文芸工作

者の歴史的責任だ」。 そして中国政府はその後，アニメ産業の国産化を推し進めるように

なった。 

 日本のアニメ産業は少子化の影響もあり、市場は縮小傾向にあるものの、世界で認めら

れたアニメ大国である。これまでのアニメの制作費を抑えることが続いたため、最終的に

はその余波はアニメーターなどの現場を直撃することになった。待遇的にも魅力のある職

業としてアニメ―ターを目指す人が少なくなった。アニメ制作の人材の不足が大きな問題点

となってきている。一方、中国では豊かな経済力を背景に、そして、国策という後押しか

らアニメ産業は急速に伸びているが、アニメの内容自体の単調さなどコンテンツの充実と
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いう点で大きな課題を抱えている。 

 日本のアニメの制作において海外へ一部作業を委託するなど、国際分業化している状態

である。中国では日本のアニメ制作会社と共同制作する動きや、日本アニメを買い取り、

中国での市場へ廻そうとしている動きもある。新海誠監督『君の名は。』といった優れたア

ニメ映画が制作されている一方、大きな視点からみれば、日本のアニメ産業は決して盤石

のものではなく、むしろ、人材の不足、アニメーター等の賃金の安定など、産業としての

基盤を支えるところに大きな不安を抱えている。一方中国では優れたアニメを制作するノ

ウハウがまだ十分に確立されていないことや、国策としてアニメ産業が位置付けられてい

るだけに、制作者が自由な内容のものを作れないといったジレンマも持ち合わせているの

だ。 

 

M-1002 李  茜  「ゆとり世代」と「90 後」における日中の文化の比較研究 

要旨 

本稿は、日本で議論が多い「ゆとり世代」と激動する中国社会のなかで成長 してきた「90

後」について、彼ら彼女たちの意識や行動を考察したものである。 

切れやすい、やる気がない、今の若者は何を考えているかわからない…。みんなが何気

なく使う「今時の若者」という言葉に対して、世間はどのような イメージを持っているだ

ろうか。人により、それぞれ違った意見が出てくると 思う。新聞や雑誌を開けば、あるい

はテレビをつければ、特に積極的に情報を 収集しようという意識がなくとも、「今の若者」

についての報道や言説を頻繁に目にすることになる。これは日本だけの現象ではなく、中

国も同じである。 本稿は 4 章から構成されており、その概要は以下のとおりである。 

第 1 章では、「ゆとり世代」と「90 後」の定義と背景について展開する。 

第 2 章では、「ゆとり世代」と「90 後」のイメージについて紹介したい。「ゆとり世代」

のイメージはゆとり教育が終わってその 5 年後に出た作品であり、ゆとり教育で育った世

代について反省する時間の経過を経ている日本テレビ ドラマ「ゆとりですがなにか」から

分析して、ゆとり世代のキャラクターの特 徴を把握したいと考える。90 後のイメージでは

中国の新聞、記事、調査から 把握したいと思う。 

第 3 章では「ゆとり世代」と「90 後」を比較することによって、その世代 における異同

点たとえば成長環境、行動、生活パターン、観念などの異同点を 分析する。 

第 4 章は「ゆとり世代」と「90 後」の抱える問題•課題についてまとめておきたい。 

本稿では、日中の若者たちの心理を理解するにあたって、既存の観点から立ち位置を多

少ずらしてみることを試みている。こうした試みを通じて、今日の日中の若者のためにヒ

ントを探している人や、最新の日中の状況を知ろうとする人、比較文化の側面から若者を

調べている人に、何らかの示唆を提供することができればと思う。本稿を通じて、筆者の

発見に共感し、少しでも「面白い」と感じてもらえるならば望外の喜びである。 
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2018 年 9 月 

3116201 尹 佳暉  マンガの日中翻訳に関する一考察                     

要旨                                  

「漫画」という言葉は日本を起源として発展し、今や日本の伝統文化となっている。1990

年代以降、日本の漫画はスタイル、テーマ、ストーリーにおいて発展を遂げ、百花繚乱の

局面を迎えている。第二次世界大戦の終結後、日本の漫画は大きな変化を遂げ、人々の注

目を浴びた。日本の漫画文化について、漫画の歴史、発展、魅力の三つの方面から述べる。

日本は昭和まで戦争を繰り返したので、戦争と関わりあった漫画はその時から盛んだった。

数十年の発展に従って、手塚治虫のような漫画家たちが、日本の漫画文化を外国に輸出し、

世界のポピュラー大衆文化の一つになった。 

 日本のマンガは、近年国内だけにとどまらず、世界各国でも大きな評価を受けている。

特にそれらの代表とも言えるマンガについて言及すると、マンガから他産業への波及効果

は計り知れず、その高いストーリー性によって老若男女問わず幅広い世代に楽しまれてい

る。しかしそのような人気とは裏腹に、ここ 10 年程度、国内のマンガの売り上げは低迷し

続けている。その背景には、近代化による娯楽の多様化や、定期購読者の減少、少子化、

趣味の多様化などがあると考えられる。  

  日本のマンガ産業がだんだん盛んになるにつれて、日本にあるだけではなくて、更に全

世界に拡散している。特に中国で、年齢層を問わず多くの人々は日本マンガが大好きであ

る。明治・大正・昭和は「漫画」と表記されることが多く、カタカナの「マンガ」は昭和

後半から、平成に入ってからことが多いようだ。そのため、定義や時代による表記として

「漫画」と「マンガ」が混在することがある。日本のマンガが中国語訳された場合の表現

上の違いや問題点などを考察することによって、日本語と中国語の相違だけではなく、日

本文化と中国文化の相違についても考察したいと考えている。現代の日本語の漢語が中国

語の漢語と比較してみて、意味の差がある。また、中国では漢字表記が主であるため、中

国の漫画は「マンガ」とせず、「漫画」と表記することする。 

本論文は、序章では、研究の背景及び問題点について記述し、日本語と中国語におけるマ

ンガの定義を説明する。それらの内容を踏まえて本研究の目的と意義を設定した。第１章

では、世界に羽ばたく日本マンガについて分析した。第 2 章では、中国における日本マン

ガの受容について考察した。第 3 章では、本研究を深く考察するために、マンガ翻訳にお

ける事例研究を分析した。日本マンガの中国語訳について、多くの角度から日中マンガ翻

訳を分析した上で、文化の異同を見出す。最後では、この研究を通して、将来中国のマン

ガと日本のマンガの発展を展望して、未来のマンガの姿を想像する。 

 

3116202 鄔 王萍  中国電子商取引における物流配送について 

要旨 
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 近年中国経済の発展に伴い、物流ネットワークの整備、巨大化する都市内での配送体制

の確立などが求められている。国際大手物流企業も中国の関係事業に相次いで進出してい

て、中国の物流企業にとって大きな競争になる。また、中国の物流事業者は競争激化する

環境で巨大なビジネスチャンスを持たれ、物流管理の最適化、物流整備の標準化、物流時

間の短縮、物流コストのダウンを解決せざるを得ない。 

 この論文は、電子取引商と物流配送の概念と発展現状の上に、先進国の物流業者を参考

として、中国の物流業者の問題を明らかにさせようと考える。 

 論文の構成としては、第 1 章と第 2 章で電子商取引と物流配送の概念と現状を述べて、

第 3 章では欧米と日本のグローバルな大手物流配送企業の現状と特徴を検討する。第 4 章

で中国の配送業者の現状を考察し、先進国物流業者を参考にして、中国の配送業者の存在

する問題の考察を加えようと思う。中国の配送業者はグローバル化の進展は遅く、テクノ

ロジー技術が低く、自動化の施設はまだ完備されていないし、配送サービスも不十分であ

る。 

 国際物流企業は中国の配送業者より、中国だけではなく世界の配送網を早く整備してい

る。そして国際大手企業は中国の市場に進出したことで中国の事業者は激しい挑戦に直面

すると思う。その状況の中で中国の宅急便事業者と国家は配送問題を改善するのに、どう

いう解決方法が必要なのか、今後の研究になると思う。 

 

3116203 張 西韵  日本の多様な文化―『花咲爺』を中心として      

要旨 

 この論文は、日本の多様な文化において、「花咲爺」に登場するイメージを捉えることを

目的とする。 

 本論文の構成としては、『日本昔話大成』に採集した「花咲爺」を研究対象として、その

中に登場するイメージの特徴について考察する。従って、研究アプローチはイメージが日

本の文化、採取先との関係を着目し、口承文学である「花咲爺」は採集先の生活習慣によ

って変化することについても考察を加えた。 

 『日本昔話大成』は、全国各地で昔話を採集して、昔話のモティ―フ、話型によって分

類している。この本の「花咲爺」を研究対象として、図表を作り出した。そして、犬、掘

られたもの、埋めた所の木、臼、灰、咲いた木という 6 点は、「花咲爺」の重要な要素であ

り、比較するために設定したものである。 

 昔話がいつ、どこで、何のために作られたかということは明確に指摘できない。従って、

時間と場所と人物の制限がない。以前、農民、漁民または猟師たちが生活環境により、作

り出された作品であり、口頭で広く伝えられる。このように考えれば、主題をどのように

理解するかという意識が少し違ったら語り手方法も変化している。すなわち、誰が語り誰

が聞くによって昔話の内容も変化する。しかも、その内容は採取先に従って変化している。



48 

 

 

 

 

 

そのため、「花咲爺」というタイトルを取っても、その内容は地域によって違う各地に伝承

する。 

 昔話が空間的に広く伝わるばかりではなく、世代から世代へ伝承される。時がたって、

人間の思想、社会の環境、さらに国家の政策も変化していく。昔話が生活環境から作り出

したものので、生活の変化、時代の要求とともに変化する。そして、昔話が必ずある時代 

特徴を保っている。そのため、地域的相違、時代の特徴について、「花咲爺」のイメージを

整理し、分析し、研究を進めている。図表による、「花咲爺」の違う例を主とし、その例が

どのように特徴を持つかを論じることにする。 

 

3116204 藤原 俊昭  ［老舗企業の栄光と消滅］-ROVER と HONDA の比較事例を通

じて‐                                

要旨 

 本研究は数多くの企業が誕生し、栄光を見る企業もあれば見ない企業も存在する、しか

し、また数多くの企業が消滅していくのも既成の事実である。「栄光と消滅」と言う観点か

ら自分が体験した、かつては世界のブランド自動車メーカー「ローバーを事例に、企業が

誕生し発展成長から挫折・消滅の原因を探求する、繰り返し消滅してしまう企業は何故な

のか？その原因を国内（HONDA）・海外企業と比較しながら分析をし、究明する事を研究

テーマとして選定した。また解析結果より継続企業の経営はどうあるべきかを考察する。 

 本論文は、第１章で研究の背景と目的、第２章で ROVER&HONDA 経営活動について彼

我比較で調査し、かっては世界を制覇したブランドメーカーイギリスの自動車 ROVER、現

時点においてその名前は消滅してしまった、その原因はどこにあったのか、技術提携をし

た日本の自動車メーカーHONDA と対比しながら ROVER の歴史をひも解きイギリスの社

会情勢、経済活動（リーダーシップ、社会的責任、顧客・市場の理解、戦略の策定の展開、

個人と組織、製品・サービス、情報マネージメント）の観点から実態はどうであったのか、

そして先行研究から学んだ、老舗企業・優秀企業の要因に当てはめたとき何が言えるのか

を解析し真の事実を探求、今後の企業存続のための経営のあり方について提案をすること

を目的とする。 

 主となる分析考察は、以下のごとくである。 

先行研究から優秀企業と老舗企業を相対的に考慮すると、企業の存続の条件として 

・内部環境対応求心性＝組織求心力 

・堅実性・結束＝組織継承力（創業性・継承性・地域指向性競争優位性） 

・外部環境対応性＝組織イノベーション力（革新性・顧客志向） 

ROVER に関して 

・時代とともに国の経済状況に左右されていることがわかった。利益を追求するあまり合

併＆解散をくり返し、世界の自動車会社が、燃費向上や排ガス規制をクリヤーするために、
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著しい ENGINE 改革をしているのに、気が付かず、気がついたときには既に遅く、他社に

追従することができなかった。 

・元は世界を席巻くブランド力が有り（レーシングカー、スポーツカー等）栄光を見てい

た、時代のプライドから贅沢三昧、たぬき本願＝人のせいにするなり行き労務管理、従業

員に対する差別待遇がコスト削減、合理化、組合対策等の体質改善に結びつかなかった消

滅の主原因となったのである。 

 それに比べて HONDA は本田宗一郎、藤沢武夫の企業理念が引き継がれており、人間尊

重、ガバナンスを守り、自己主張制度や良いコミュニケーション労使関係が企業文化とし

て存続している。 

 市場のニーズを把握するトレーディングセンター発足により、世界の情報を把握し SED

システムに反映する機能が発揮している。 

 品質保証についても同様に 120％の保証を目指し、市場クレーム、リコール対象も敏速に

国土交通省、アメリカ NSTSA に対応している。社会品質保証体制は検査主任技術者をおき、

品質最高責任者の権限を持ち、全社的活動を展開している。 

 一方技術分野では CVCC ENGINE（アメリカマスキー法をクリヤ―）開発し一躍世界の

TOP に名を知らしめた。又、F-1 レースでの優勝、さらには HONDA jet を開発し製造販

売に結び付けたイノベーション力は世界のナンバーワンと言っても過言ではないであろう。 

 その開発はSED(SERVICE, ENGINEER, DEVELOPMENT)体制のもと積極的にアプロ

ーチが行われているが、ただ HONDA もレシプロエンジンには強いが、EV（電気自動車）

開発やAIを使った自動運転技術の開発が遅れており今後の課題を抱えていることも事実で

ある。 

 この研究を通じて、これから以降、永久的に企業が存続する為の条件は、組織求心力、

組織継承力、組織イノベーション力の 3 大要素に加えてマインドポリシー：未知への挑戦、

勇気、洞察力を持ち、企業価値として美、真、善の企業であらねばならぬことが理解でき

た。すなわち企業のフレミング法則が当てはまると考えられる。 

 又時代の背景に追従して、市場のニーズ性、それに合わせた技術開発力をスピードと選

択・集中をもって対応策を講ずることの大切さが、重要であることが理解できた。 

 

 

2019 年 3 月 

3117001  馬 正元 アニメが影響を与えた観光産業の一考察 

要旨 

 修士論文「アニメが影響を与えた観光産業の一考察」は「はじめに」で論文の構想を述

べ、その後、「第１第１章 コンテンツツーリズム」「第２章 アニメ聖地とは何か」「第３

章 聖地巡礼地の実態」「第４章 聖地を分類」「おわりに」「参考文献」「図表の出典」の

順で構成した。 
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 本論文の趣旨は「はじめに」で述べている通り、「アニメと関連する場所（アニメ聖地）

である観光地に焦点を当て、その実態を分析することにより、観光資源としての「聖地」

を考察する。よく使用される用語としては聖地巡礼、アニメツーリズム、オタクツーリズ

ムがあり、確定した用語はない。」と、まず、用語の整理を行い、ツーリズムという大きな

枠組みでは「コンテンツツーリズム」という枠組み中に含まれるものとして扱った。聖地

巡礼、アニメツーリズムは 2005 年 3 月に発表された「映像等コンテンツの制作・活用によ

る地域振興のあり方に関する調査報告書」（国土交通省総合政策局観光地域振興課・経済産

業省商務情報政策局文化情報関連産業課・文化庁文化部芸術文化課）によって提唱された

「コンテンツツーリズム」のひとつである。この「コンテンツツーリズム」は日本での命

名である。海外ではスペシャル・インタレスト・ツーリズム(Special Interest Tourism)と

の名称が使用されているが、日本では「コンテンツ」という用語に拘っているように感じ

た。 

 岡本健、増淵敏之、今井信治等の先行研究などを参考にしながら、アニメ聖地をその特

徴により４つに分類した。すなわち、「リアル舞台型聖地」、アニメ要素が関連している場

所である「関連地型」、アニメ関連商品や限定商品の購買等を目的とした買い物を中心とす

る「消費型聖地」、アニメ聖地と周辺にある産業、交通機関を繋げる「タイアップ型」とし

た。 

 「第３章 聖地巡礼地の実態」では十分なフィールドワークを実施することができなか

ったこともあるが、先行研究の調査結果をさら分析するように努めた。ジブリ美術館のよ

うに聖地巡礼あるいはアニメツーリズムの対象となる聖地が、一般の観光客にとっての観

光地化されている場合もあり、こうしたことも整理した。 

観光庁による観光立国政策として「テーマ別観光による地方誘客事業」として「アニメ

ツーリズム」が組み込まれていることもつけ加えておきたい。国策としてアニメツーリズ

ムが採用されていることも観光産業にとっては大きな意味あるだろう。留学生として日本

での留学を通して、日本の魅力に触れてきた数年間であるが、訪日観光客にとっても聖地

巡礼、アニメツーリズムは大きな魅力のある観光行動の一つである。 

 アニメが影響を与えた観光産業を考える場合、アニメファン、アニメ制作方、そしてア

ニメ聖地における地域住民の間での相互理解が必要であり、地域住民にとってはそこから

さらに経済的な効果を求めることにある。アニメファンにとっては精神的な満足感、ある

いは消費行動による満足感を得ると共に、地域住民にとっては経済的な効果という互いの

利益を分配し、そのバランスポイントを探すことは、一番大事であると結論付けた。 

 

 

2019 年 9 月 

3117201  呉 海瓊 日中両国幼稚園における情報通信技術（ICT）を活用した教育の現 

           状分析と展望 
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要旨 

 筆者は中国湖南省にある湖南第一師範学院で入学前教育（幼児教育）を専攻した。卒業

前の 1年間、インターンとして湖南省人民政府直属機関第三幼児院（幼稚園）にて保育者

として勤務した。その経験を基に、幼児教育についてより詳しく研究し、中国の幼児教育

研究に寄与したいと考えるに至った。湖南第一師範学院の恩師より日本の幼児教育は素晴

らしいとの助言を受けた上で、武蔵野学院大学大学院を研究の場として選択した。とくに、

筆はマルチメディアの技術（ICT）活用がこれからの幼児教育における保育・教育の質や内

容を向上するための表現手段として活用されるべきであるとの仮説を立て、日本に於ける

情報機器を活用した幼児教育に関することを詳しく調査した。 

 日本の「幼稚園教育要領解説」（文部科学省、2017）によると、情報機器の活用について、

「幼児期は直接的な体験が重要であることを踏まえ、視聴覚教材やコンピュータなど情報

機器を活用する際には、幼稚園生活では得難い体験を補完するなど、幼児の体験との関連

を考慮すること」と記されている。あくまでも、保育場の補助が目的である。 

 一方、中国においては、この 10 年来、都市部の幼児園（幼稚園）を中心に、広くコンピ

ュータが導入されており、幼稚園教育の効率化を進めるために、活用することが推奨され

ている。2001年に中国にて公布された「幼稚園教育指導綱要」には、その活用について幼

児教育カリキュラムの全体的な観念のガイドが述べられており、その中で「ICTと課程の統

合により力を注ぎ、教育の専門家と幼児教育者は ICTに注目することが求められ、ICTが十

分にその役割を発揮できる幼稚園教育サービスを提供すること」とされている。また同 2016

年度版には「世界に向ける科学的な幼児教育を行うために、適切に現代教育の科学的な研

究成果を吸い取る」との内容が記されている。本稿では、中国と日本の幼稚園を対象とし

た ICT教育に関するアンケートを分析し、その比較研究を踏まえ両国における幼稚園の ICT

を活用した教育の可能性を展望している。 

 研究のために書籍、インターネット、中国知网（Chinese National Knowledge Infra- 

structure）、定期刊行物、新聞などを通して日本と中国の研究資料を分析している。今日

の日中の幼稚園における ICTを活用した教育に関する研究の現状、そして、先輩諸氏の研

究成果を分析し、本研究のための基礎理論を探究するため、教育現場の声を直接ヒアリン

グするためにアンケート調査を実施した。 

 この調査の結果を分析して、日本と中国の幼児教育における情報技術虚行くを活用する

場合の問題点が明らかになった。１、設備の不完備、２、幼稚園教諭の ICT技術の利用に

関する指導力が不足、３、幼稚園教諭の ICT教育についての認識不足、４、ICT 教育につい

ての専門家の指導力不足、５、情報技術と伝統的な教育技術を組み合わせる能力の不足、

などがある。そして、中国が日本から学ぶべき点も明確化。両国の幼児教育における ICT

技術を有効的に利用するために、メリットをより高めて、デイメリットを補うべきである

と考える。 

 

 

3117202  朱 春媚 茶の湯における「わび・さび」の美 

要旨 

 本論文は茶の湯におけるわび・さびの美を理解することを目的とする。 

 論文の構成としては、本論文は「わび・さび」とは何かといった定義をまとめた上で、

楽茶碗からわび・さびの美を考察した。従って、茶の湯の歴史を論述して、茶椀における

わび・さびの美を着目し、さらに、日中抹茶文化の中で茶碗の違いを比較し、日中両国の

美意識に異なりについて考察を加えた。 

 日中両国は一衣帯水の隣国で、お互いに交流する歴史は長く、文化の面の相互影響にも
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悠久な歴史がある。お茶はずっと早くから中国から日本至る全世界へ伝えられた。特に、

お茶は日本の伝統と宗教に結びついて、日本の特有の茶道が誕生した。今、日本の茶道は

厳格な規範と独特な精神で、世界のお茶文化の主流となっている。 

 侘茶が千利休によって完成され、日本の独特な茶道になった。それには、日本なりの精

神を含まれ、日本文化に広く影響を与えている。侘茶が完成された後、千利休は唐物のよ

うな豪華な茶碗を高く評価せず、侘茶の精神に合っている茶碗を求め、楽茶碗が誕生した。

侘茶の発展とともに、楽茶碗が創造されたが、逆に、楽茶碗も侘茶の精神を映っていると

考えられる。本論文は楽茶碗をこの視点から、侘茶の精神の「わび・さび」の美を指摘し、

考察した。 

本論文は全四章の構成とし、第一章では茶の由来から侘茶を大成するまでの歴史を考察

する。第二章は本論文の重要な部分で、第三章の基礎として、わび・さびの概念をまとめ

る。第三章は例を挙げて、楽茶碗からわび・さびの美を述べる。第四章は結論であり、前

三章の内容をまとめて、わび・さびの美を指摘した。 

わび・さびは元々、美意識として存在することではなく、ただ和歌の中で、恋が実らな

い落ち込んだ気持ち、不遇などを嘆くときに使われた。平安時代になると、美意識として

使用された。茶の湯の歴史を述べた通り、珠光、利休は禅宗に参禅し、和歌を学び、わび・

さびを茶の湯に融和した。茶の湯におけるわび・さびは消極的なものを乗り越えて、積極

的な意識に転化し、特に、利休は尋常なものから、一般の人達が注意しないものを発見、

その独自な美を見出す。茶の湯には禅の思想がずっと流れている。当然のことだが、わび・

さびも禅の思想の影響を及ぼすと考えられる。わび・さびは閑寂、素朴、無一物、不均斉、

自然な美である。 

 さらに、楽茶碗の例をあげて、益々わび・さびの美を理解した。手捏ねという独特な技

法で、窯変を尊重して、作られた茶碗は自然で、不均斉である。さらに、黒楽茶碗は黒釉

で、色彩を否定しながら、色彩を持っては現わせない色彩を現わしているのであり、最も

暗い色彩である黒の中に実にすべての色を含んでいるという考えである。これはまさに外

形の美を否定し、その中の実質をとらえ、自分の内心に問い、その美を感じるのではない

か。中国の建盞茶碗と比較すると、日本人は作意がなく、自然に融和し、静寂、空寂のわ

び・さび、枯れの美である。 

 

3117203  胥   燁 日中映画産業の比較 

要旨 

 経済の高度成長に伴い、物質的に裕福になり、豊かな文化生活を求める層が急増 してい

る。映画を見ることが重要な生活の一部になっている。 

 映画は、小説・マンガ等・音楽・映像・アニメといった要素を含む総合芸術であり、そ
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れが故に、各分野への波及効果も大きい。優秀な映画は国内外でも大きな影響を起こす。

例えば２０１６年の「君の名は」は、国内でも聖地巡礼といった動きをもたらし話題とな

ったが、同様に、中国、韓国といった諸外国でも、日本映画の過去の興行成績を更新する

等大きなブームを巻き起こしている。こうした映画が及ぼす効果は、単に経済的意味を持

つだけではなく、国のイメージを変え、存在感を示す力を有していると言えよう。 

日本映画市場は、これまで世界第二位といわれて、映画の内容も秀れ、多くの映画も国際

映画祭で表彰されている。しかし、日本の映画産業はここ数年停滞している。一方、2012

年頃から、中国は日本を超えて、世界第二位の映画市場になった。しかし、急速成長とと

もに、さまざまな問題を抱えている。 

 本論文では日中映画産業の歴史を背景に、今の映画産業の現状を考察した上で、日中映

画産業の構造、政府の振興政策と映画の海外進出について分析し、問題点を指摘し、改善

する。 

 

3117204  肖 婉竹 非言語コミュニケーションにおける日中の比較研究 

要旨 

グローバル化の進む現代社会において、人的交流はいよいよ頻繁になりつつある。実際、

様々な文化や言語を持つ人々のあいだでは、様々なコミュニケーションが行われている。

よりよい生活や人間関係を築＜ためには、自分や他者の思いや考えを共通又は共同の目的

のもとに整理して、互いに理解し合うといったコミュニケーションが重要である。本論文

のテーマである。非言語コミュニケーションは不可欠である。言葉以外の手段によって伝

達されることも、きわめて多種多様な意味をもつものなのである。意識して使うことで、

日常生活だけでな＜、ビジネスや人間関係、恋愛にも、その効果を活かせる。非吉語コミ

ュニケーションで信頼感を構築して、言語と非言語コミュニケーションの整合性を図るこ

とが大切である。文化、言語を同じくする者同士が意志伝達を行う時、情報は、言葉とそ

の用い方によってのみ伝えられる訳ではない。話し手、聞き手の手振り、顔の表情の変化、

姿勢等も伝達に一役買っている。また、服装、身だしなみによって大量の情報が伝えられ

る。 

本論文では、コミュニケーションに関する日中両国語における身体部位を中心とした非

言語行動についての比較研究を行い、非言語コミュニケーションに関する理解を深めなが

ら、それぞれの特徴をより明確に把握しようとする。これらの解明によって日中異文化の

理解に資することが大きいと考えている。そこで本研究ではコミュニケーションの国際関

係への影響を理解することを目的とする。 

 論文の構成としては、本論文では、両国のコミュニケーションに関する資料を収集し、

主に非言語コミュニケーションの関連書籍、新聞紙、雑誌などの資料を分析する手法を採

る。そこで、非言語コミュニケーションにおける日本と中国の伝達手段、特徴、表現方法

などを明らかにしたい。 
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 本論文では、序論、五章、結論で構成されている。 

 本論文の第一章はコミュニケーションとは何かについてである。この部分は｢コミュニケ

ーションの定義と種類｣、｢コミュニケーションの意義｣について述べる。第二章は非言語コ

ミュニケーションである。この部分は非言語コミュニケーションの概要、特徴と役割など

を述べる。第三章は日本の非吉語コミュニケーションについてである。本章は二つの小節

に分かれる。第 1節は日本の文化におけるコミュニケーションである。この部分は｢敬語と

文化背景｣、｢集団主義と日本語の曖昧性｣などを述べる。第 2節は日本の非吉語コミュニケ

ーションの表現と特徴である。この部分は日本人と交際する時に、顔、アイコンタクト、

手など身体各部位の非言語表現について説明する。第四章は中国の非言語コミュニケーシ

ョンについてである。第四章は二つの小節に分かれる。第 1節は中国の文化におけるコミ

ュニケーションである。この部分は｢中国のコミュニケーションの原点｣、｢言語構造に見る

中国文化への理解｣など説明する。第 2節は中国の非言語コミュニケーションの表現と特徴

である。現代中国語の記号としての｢非言語コミュニケーション 

表現｣は中国語の｢非言語コミュニケーション表現｣のうち｢感情｣の表現を記述する。感情の

非言語語記号(怒り／|噴怒、急ぐ／|布がる、驚＜、嬉しい、得意、笑う)や感情を類推さ

せる語(恨み、阿呆)が含まれている。こことは、中国人と交際する時に身体各部位の非吉

語表現について内容を説明する。第五章は日中の非言語コミュニケーションの比較につい

てである。第 1節は日本と中国の非言語コミュニケーションの特徴と表現の異同である。

この部分は｢しぐさの例｣と｢適応動作の例｣における身体部位の表現を説明する。第２節は

日本語の学習における日中の非言語コミュニケーションである。この部分は日本文化や言

語的要素の奥に潜む非言語的特徴に対して中国の異同点を説明する。 

 結論では以上の本文全五章の分析と考察を通して得られた結果を総合的にまとめること

にする。 

 

3117205  段 雲梅 招き猫由来についての考察 

要旨 

この論文は社会と人間の面で招き猫の由来を考察することを目的とする。 

論文の構成としては、招き猫は時代の産物として江戸時代末期に生まれ、江戸、明治、大

正、昭和、平成、令和の六つの時代を超えて、人々に福を招いてきた招き猫。招き猫に関

する伝説もすべて江戸時代に誕生した。陶器の招き猫になる前の招き猫はなんだろうか、

なぜ江戸時代に発生したのだろうか、なぜ江戸時代になると招き猫がブームになったのだ

ろうか。招き猫はたくさん江戸時代に誕生したのは歴史背景とか人文信仰などと繋がると

考えている。以上の招き猫由来に関する研究現状からみて、招き猫由来についてまだ究明

してないところが多い。 

招き猫のことについて。国内外の研究は少ないが、おもに日中に集中している。ところが

招き猫の由来に関して、中国側、日本側の研究でも、実際の生活から分析する研究はほと

んどない、たくさんの意見に招き猫はある伝説から生まれたとみなされている。 

今の段階では先行研究をやっていた、招き猫に関しての中国の論文と日本の論文を参考に
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し、江戸時代の経済、政策、文化、自然に本を読んで全体的な認識をなした。招き猫の言

われる発祥地にも実地調査をしていた。 

ほとんど伝説から由来すると考えられる。招き猫に関する全面的な研究も少ないので、研

究を展開していく価値が十分あると考えている。 研究者の意見をまとめて、自分の研究も

踏まえて、「猫の稀有」、「経済の影響」、「信仰の対象」にまとめて論じた。招き猫の誕生は、

ある伝説や、ある地域ではなく、生活から、全国についても考察を加えた。   

招き猫の誕生は、ある伝説や、ある地域ではなく、生活から、全国に広がって、始まった

のであると考えている。「猫の稀有」のために招き猫の神聖性は高められ。「経済の影響」

のために、招き猫は全国に広げられ、「信仰の対象」として招き猫は、誕生した。江戸時代

の経済、江戸時代の人たちの心理を反映していると同時、江戸時代の経済と人々の心理も

招き猫の生まれる理由になったのだ。 

 

 

3117206  馮 鈺寰 茶道の変遷 

要旨 

 本論文は「はじめに」「第１章」「第２章」「第３章」「結論」で構成した。 

「第１章 茶の日本への伝播」では「茶樹の起源」「お茶が日本に転入」「鎌倉時代から 

千利休までの茶の行方」、「第２章 両国の茶精神文化」では「千利休の『和敬清寂とは』」

「中国茶の精神文化」、「第３ 日本茶道と中国茶芸の手順」では「日本茶道の手順発展」「中

国茶芸の手順発展」「日本茶道の手順と中国茶文化の手順を比較すること」「飲茶場」 

「茶具―茶碗」「精神的差異」の順で論じ、「第４章」は結論とした。 

日本の飲茶の習慣が次第に形成されたのは約 8 世紀で、中国大陸から日本に入ってきた

ことである。日本の茶文化の歴史は中国の茶文化の歴史の発展に沿って発展して来たと言

える。そして、アジア文化の中で、お茶文化は非常に重要な構成部分である。日本には「茶

道」がお茶を仲立ちとして生活する中での儀礼であり、精神修養の一種の方式だとも思わ

れる。それは茶を入れること、評価すること、そして飲茶することを通して、人間関係を

増進し、審美の心をも修得することは、礼儀作法を学ぶ上で、とても役立つ一種のむつま

じくして楽しい儀式ではないかと思われる。 

第一章では中国から日本にお茶が伝播された歴史的な考察を行い、第二章では、両国の

精神文化を取り上げ、特に「千利休の和敬清寂」と「中国の精神文化」を取り上げる。第

三章では日本茶道と中国茶芸の手順の比較を行い、日本茶道の変遷のひとつを明らかにし

たい。茶を飲む作法を論じるにあたり、日本の場合には茶道、中国の場合には茶芸と表現

する。 

  日本と中国はそれぞれの歴史の違いにより、両国の精神的な発展も異なる。そのため、

日本の茶道と中国の茶芸はある程度両国の精神文化の影響を受けた。異なる文化の影響を
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受けて、手順が日本の茶道と中国の茶芸では表現形式が違うこともある。このため、日本

では茶道の形式を整えた千利休について言及し、茶芸では道教・仏教について言及しなが

ら論じていく。 

  本論文は茶道の変遷の中でお茶を飲む手順がどのように精神文化に影響を与えた受けか

を研究すること、および両国間のお茶を飲む手順の表現はどのような関係があるかを取り

上げた。 

 日本の茶道はもともと仏教との結びつきが強かった。そのため、精神修養と深く結びつ

くようになった。形式的にも能阿弥等により形式が整えられてきたが、書院から草庵への

変化は大きく簡素化の方向はあったものの、書院から草庵に変わったことで、台子に代表

されるように、書院の雰囲気を草庵に持ち込む工夫がなされるようになり、さらに人間の

精神的なものを重視するように変化してきた。 

 中国の茶文化は唐と宋の時代には様々な茶器があったが、明の時代になると簡便化され

た代わりに質を重んじるように変わった。茶芸は形式的な事以上に「楽しみながら茶を飲

む」ことに特化された。茶芸はもともと儒教、道教や仏教と結びつき、精神修養とは深く

結びつくことはなかった。さらに庶民との結びつきが強く、簡便化、簡素化去れる傾向が

目立つようになった。 

  最後に現代社会では、中国茶文化はお茶文化の宣伝を強化し、学校を介して茶文化教育

を強化することによって中国茶文化の伝播を実現する必要があるではないだろうか。同時

に日本と中国はお茶文化の交流活動を多く行うことができ、国際間茶文化の衝突を通じて

アジア茶文化の発展を促進することができるだろう、と茶文化の可能性に触れた。 

 

 

2020 年 3 月 

3118001  隋 月航 日中の現代葬儀文化の比較 

要旨 

 本論文は日本と中国の葬儀変化から伝統葬儀が現代社会に与える影響から、両国の伝統

文化の伝承問題を検討するのが目的である。本論文を書くきっかけは私自身が中国で感じ

た、現代社会のメディア化の推進に従って伝統文化を失う現象である。特に特有の葬式文

化も今の時代には特別な現象である。社会推進に従って伝統文化は合わなくなるのではな

いか、どういう観点から出発して、中国と似て日本に注目を与えた。まず、現代の日本に

も江戸時代から続いて仏教葬儀が現代にも利用されているからだ。なので、日本の現代葬

儀の形式を考察して、根本的なものである信仰が変わったかどうかを観察することが、社

会推進に従って伝統葬儀がかわるが変わらないという結論に導くのだ。同じ中国の変化も

論じて、変化理由の相違点を比べることができ、将来の日本葬式を予想するのである。方

法としてはまず両国の伝統葬式を各自に述べる。次は現代葬式の形式を述べる。この過程
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で葬儀の変化要素をみながら、両国の変化主要原因を探す。 

 第一章では論文を書く理由と日本と中国の葬儀変化過程から将来にどうやって変わるか

の問題を提出した。 

 第二章では先行研究で、まず葬儀の定義を述べた。次は日本と中国の伝統葬儀を述べて、

葬儀の形式と葬儀の信仰等のものを探した。 

 第三章では第二章の伝統葬儀の仏教葬儀の利用率が高いが、費用と葬儀社等の要素で減

る気勢である。中国の方をみると費用と土地国有化等の問題で、伝統葬儀と違う、新たな

葬儀の現代葬儀が現れていた。 

 第四章では本格的に日本と中国の葬式を比べる。以上の葬儀変化過程から両国の共同点

が見つけられた。これは現代に向かって、葬儀が変わった主要な要素を一口でまとめると、

共通体から個人化に変わったことである。しかし、違うのは日本の葬式では伝統の風俗が

みえるが中国の葬式は全く別の形に変わったことである。 

 最後はまとめで、はじめで提出した疑問についての答えとして、実は日本の葬儀も中国

と同じ大きく変わったことが結論である。変化要素は相違であるが、日本も費用、家族関

係、老齢化等の原因で、将来は無宗教の現代葬儀に変わるのではないかと予想した。 

 

 

3118002   湛 雪晴  日本のアニメ・マンガ・ゲームにおける神話・伝説・伝奇要素の嗜

好性に関する一考察 

要旨 

この論文は、日本のアニメ・マンガ・ゲームにおいて、日本や海外の神話・伝説・伝奇

要素の大衆の嗜好性を考察することを目的とする。 

 論文の構成としては、「第１章  日本と海外の神話・伝説・伝奇に関する先行研究」では

「神話とは何か」という疑問から始め、神と文明の関係を説明した。さらに「神話」「伝説」

「伝奇」の定義について検討し、日本の民俗学、ヨーロッパの比較神話学などの理論を取

り上げて、日本と海外の学者が神話・伝説・伝奇に関する研究を参考にして論じた。 

「第２章 日本と海外の神話体系」では日本や中国やギリシャやエジプトの神話体系を述べ

ると同時に、伝説の特徴「歴史性」「伝奇性」「信憑性」をまとめた。「第３章 日本のアニ

メ・マンガ・ゲームからの神話要素と実例分析」では日本の神話要素、海外の神話要素、

日本と海外の伝説・伝奇要素を取り入れた作品を別々に分析して、「ストーリー」を使う、

「キャラクター」を使う、「作品に神話・伝説・伝奇用語」だけを使う、の三つの面から表

現方法を説明した。「第４章 神話・伝説・伝奇の嗜好性」では「ネームバリュー」「著作権」

「既成概念」の考察を加えた。 

 筆者が最も述べたい部分は第３章及び第４章である。第１章と第２章においては日本や

海外の神話・伝説・伝奇の定義や体系を捉えるために配置し、神話・伝説・伝奇を理論的
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に説明することに努めた。そのため、先行研究などからの印象を多用してまとめることと

なった。第３章と第４章はまずキャラクターやストーリーに注目したが、キャラクターに

ついては文学理論上の考え方がすでにあるため、これらを援用し、キャラクターを登場人

物と登場人物の性格、さらにはこれらを融合したいわゆるキャラがある考え方に整理した。

ストーリーの内容性についての分析は行っていないが、作品を構成する重要なものとして

キャラクター、ストーリーを設定した。これらを一種の二次創作として活用することによ

って、新しい創作作品を生み出しプロセスとして、どのような変容があるのかを分類した。

最後に「ネームバリュー」「著作権」「既成概念」に注目したのは、結果的にはマンガ、ア

ニメ、ゲームを一つの作品として送り出す創作者側の問題として捉え、ビジネス的なもの

が大きいのではないかと指摘した。 

 しかし、神話・伝説・伝奇にあまり興味・関心のない受け手（読者やユーザー）がこう

した二次創作として誕生した新しい創作作品を通して本来の神話・伝説・伝奇に回帰する

ことにも注目した。日本のこうした神話・伝説・伝奇に関連した作品は外国人にとっては

異文化理解につながり、また、現代の日本人にとっても、伝統文化に触れるという異文化

理解につながるものと考える。つまり、マンガ、アニメ、ゲームを通して時空を超えて異

文化理解が可能だということだ。 

 

 

3118003    朱 流銘 日中インターネット教育比較研究 

要旨 

 筆者は中国湖南省出身で、中高生の頃よりいろいろと日本の文化に触れ、深く興味を持 

つようになった。大学で日本語専攻を希望したが、当時の湖南省には日本語を開講してい 

る大学はほとんどなかった。そのため筆者は第二志望の化学を専攻した。大学三年生の時 

（2011 年）インターネットを通じて日本語を勉強し始めた。当時は中国インターネット教 

育の萌芽期であった。2 年間の勉強を経て、日本語の N1 試験を受け、N1 資格を取得した。 

これによって、インターネット教育の利便性を体験した筆者はインターネット教育が中国 

にとって不可欠な存在であると実感した。日本への学の機会に、中国と深いつながりのあ 

る教育大国と言われるに日本においてインターネット成人教育がどのように発展している 

かとの興味を持ち、日中両国インターネットにおける成人教育の比較研究を始めた。 

 第一章は研究の背景及び既存の研究による中国の教育状況について記述し、それらの内 

容を踏まえて本研究の目的を設定した。中国の教育は、学校教育としての一般教育系、国 

民教育系と、非学歴教育（中国語表現では「非国民教育系」）で構成されている。国民成人 

教育系は「成人高考」、「自考教育」、「電大開放教育」、「函授教育」及び「現代远程教育」 

の五つの教育システムで構成されている。中国社会では学歴が重視されるので、インター 

ネット教育が大幅に成長を遂げているが、この五つの成人教育形式は形を変えて、インタ 
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ーネットを活用した方法で存続している。 

 第二章は中国の教育現状である。中国の教育はこの 10 年間継続的に成長しているが、教 

育上の問題が社会問題化している。教育の目的、教育費、教育資源分布不均等に関する問 

題など、諸問題が深刻化している。インターネットの普及によるインターネット教育がも 

たらした利便性が中国に関する諸問題を改善する大きな可能性を秘めている。例えば、イ 

ンターネット教育を利用する学習者は、教育内容の再選択や教育資源の共有が出来る上に、 

MOOC など無料で提供される教育機会の活用が可能となり、これらはインターネットが中 

国の居郁にもたらした変革であると言える。また、中国政府側が情報産業を推進するため 

に打ち出した政策とインターネット教育は、これらが統合されることにより継続的成長が 

見込まれ、その明るい展望が示されている。 

 第三章は日本側の教育の現状である。日本の教育にも、大学入試などでの経済格差問題 

や学歴問題は存在するが、中国のように厳しい問題ではない。日本は国土が狭く、国家の 

運営については統一されており、教育システムは驚くほど全国に浸透しており、教育レベ 

ルは均等であるといえる。 

 第四章は日本の総務省、文部科学省、第三者研究機関、そして教育に関する諸先輩たち 

の研究データと共に中国側のデータを分析し、両国の教育状況とこれからインターネット 

教育の発展価値などを論じた。日本におけるインターネット教育の必要性は中国と比較す 

ると高いとは言えない。 

 終わりには第一章から第四章までで得られた主要な知見をまとめて、本論の総括とした。 

 

 

3118004  駱 嘉欣 日中の挨拶表現の比較研究 

要旨 

 日本と中国は歴史上で頻繁に交流し、地理上で相互隣接している。両国は、文化交流が 

長い歴史がある。言うまでもなく、言語文字にしても、風俗習慣にしても、日中の文化に 

は多くの似ているところがある。しかし、自然環境と人文環境は違っているこそ、両国の 

文化にはさまざまな異なる点がある。これらの差異をよく知らなければ、うまく文化交流 

ができない。しかも、中国人が日本語で、日本人と交際するとき、往々にして日本語と中 

国語の言語の正確さを重視するあまり、言語の奥に隠れている日中両国語それぞれの文化 

がコミュニケーションに及ぼす働きを見落としがちである。人間は社会的存在として、コ 

ミュニケーションがなければ、生きられない。その中で、言語は大きな役割を担っている。 

言語を習っているとき、最初に勉強する言語は挨拶語である。挨拶は人々のコミュニケー 

ションの中で、不可欠の部分である。 

 この論文は、日中文化と両国言語の異同を通じて、日中の日常挨拶表現の比較を考察す 

ることを目的とする。 
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 論文の構成としては、第一部分は「はじめに」で、研究の動機、研究の目的と意義を説 

明し、日本と中国の挨拶に関する先行研究をまとめた。第二部分は本論で、第１章から第 4 

章の構成となっている。第 1 章は挨拶について説明した。挨拶の定義や種類、挨拶の動機 

と機能、そして日本語での日常挨拶の特徴と中国語での日常挨拶の特徴にわけた。第２章 

は日中の日常挨拶言葉に見られる文化である。歴史地理、美意識、人間関係と心理感情の 

文化を選んで、比較し分析した。第 3 章は日中における日常挨拶言葉の区別である。日常 

の「感謝」「お詫び」「拒絶」「賞賛」における挨拶の区別を説明した。第 4 章は中日日常挨 

拶の異同である。日中日常挨拶の共通点と相違点に分けて、時刻の挨拶、挨拶動作、聞き 

手の表現、過去への言及と自然への態度の考察を加えた。 

 第三部分は「終わりに」で、論文の結論を述べた。挨拶はコミュニケーションの中で、 

不可欠の部分である。特定の文化には特定の挨拶がある。日本語と中国語における挨拶を 

対照して、それぞれの特徴と文化を分析することによって、理解することができる。これ 

らは文化交流に役立つことができるし、国際交流の距離を縮めることができる。民族の間 

では、異なる文化の相互理解を深めるならば、コミュニケーションをうまく行うことがで 

きるであろう。 
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